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　門松を作って新年を迎えようと、須加公民館では門
松作りが平成12年から毎年行われています。
　新たな年の幕開けを飾る門松を仲間とともに笑って
作れば、福が来ること間違いなし。
　元気で笑顔あふれる平成20年のスタートです。

笑う門には福来る
　さあ、新年の幕開けです
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

は
、
平
成
二
十
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
国
政
の
分
野
で
は
、
年
金
記
録

問
題
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度
の
問
題
や
政
治
と
カ
ネ
の
問

題
な
ど
、
国
政
運
営
の
停
滞
を
招
か
ざ
る
様
々
な
問
題
が
露
呈
し
、

結
果
と
し
て
民
意
を
象
徴
し
た
参
議
院
の
与
野
党
勢
力
の
逆
転
と
い

っ
た
国
民
か
ら
の
厳
し
い
視
線
が
送
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会

の
一
員
と
し
て
の
日
本
の
果
た
す
役
割
が
問
わ
れ
る
一
年
で
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
地
方
行
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
地
方
分

権
改
革
推
進
法
が
施
行
さ
れ
、
第
二
期
分
権
改
革
が
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
国
と
地
方
、
県
と
市
町
村
の
役
割
分
担

の
徹
底
的
な
見
直
し
が
進
む
中
で
、
さ
ら
に
権
限
と
財
源
の
移
譲
が

進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
行
田
市
の
実

現
を
図
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
総
合
的
な
行
政
運
営
を
展
開

し
、
全
体
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
五
月
に
「
五
つ
の
約
束
・
二
十
五
の
目
標
」
を
掲

げ
て
市
長
に
就
任
し
て
以
来
、
「
市
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
、
さ
ら
な
る
情
報
公
開
に
努
め
、
透
明
で
信
頼
さ
れ
る

市
政
を
推
進
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
参
画
を
い
た
だ
き
、
市
民

主
導
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
お
約
束

と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
し
た
「
市
財
政
の
棚
卸
」
や
「
伝
統
文
化
振

興
支
援
施
設
の
建
設
中
止
」
、「
施
設
検
討
委
員
会
の
設
置
」
、「
市

長
専
用
公
用
車
の
廃
止
」
な
ど
、
幾
つ
か
の
項
目
は
達
成
を
見
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
あ
な
た
が
市
長
だ
っ
た
ら
五
千
人

運
動
」
の
一
環
と
す
る
「
市
長
の
さ
わ
や
か
訪
問
」
や
「
市
長
と
語

る
対
話
集
会
」
、
そ
し
て
、
県
下
初
と
な
り
ま
し
た
昨
年
の
「
埼
玉

Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王
決
定
戦
」
の
開
催
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
イ

や
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
全
国
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、
「
新
し
い
行
田
」

「
元
気
な
行
田
」
の
実
現
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
本
年
は
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
支
給
対
象
年
齢
を
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。　

　

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
行
田
市
は
、
輝
か
し
い
歴
史
・
文

化
・
伝
統
の
あ
る
「
埼
玉
県
名
発
祥
の
地
」
で
あ
り
ま
す
。
世
の
中

が
急
速
に
変
化
す
る
今
日
に
あ
っ
て
、
そ
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
る
こ

と
な
く
進
め
る
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
先
人
の
残

し
た
行
田
の
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
見
つ
め
直
し
な
が
ら
、
様
々
な

視
点
か
ら
市
の
活
性
化
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
本
年
も
よ
り
一
層
の
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
平
成
二
十
年
の
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ

と
、
行
田
市
議
会
を
代
表
し
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
の
推
進
と
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
は
、
各
般
に
わ
た
り
構
造
改
革
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
地
方
自
治
の
分
野
で
は
、
地
方
分
権
改
革
が
進
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
現
在
、
第
二
期
の
改
革
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
改
革
が
進
展
す
る
中
、
地
方
自
治
体
は
厳
し
い
行
財
政

状
況
に
あ
り
、
本
市
も
依
然
、
厳
し
い
運
営
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

平
成
十
九
年
度
も
、
特
区
と
し
て
他
市
に
先
駆
け
実
施
し
、
全
国
展

開
の
運
び
と
な
っ
た
小
・
中
学
校
の
少
人
数
学
級
編
成
事
業
や
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
活
動
拠
点
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
」
の
オ
ー
プ
ン
、
併
せ
て
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
施
行
な
ど

を
は
じ
め
、
諸
事
業
が
順
調
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方

で
、
埼
玉
古
墳
群
が
世
界
遺
産
の
国
内
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る

よ
う
、
官
民
合
わ
せ
て
の
運
動
が
盛
り
上
が
る
中
、
埼
玉
県
と
行
田

市
は
、
九
月
に
提
案
書
を
文
化
庁
に
提
出
し
、
さ
ら
に
十
一
月
に
は
、

商
工
祭
・
忍
城
時
代
ま
つ
り
に
合
わ
せ
、
本
市
を
含
む
県
内
十
三
市

町
、
十
四
の
郷
土
料
理
で
王
座
を
競
っ
た
「
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル

メ
王
決
定
戦
」
が
開
催
さ
れ
、
埼
玉
県
名
発
祥
の
地
・
行
田
市
の
商

業
・
観
光
そ
し
て
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
県
内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
個
性
あ
ふ
れ
る
行
田
ら
し
さ
、
そ
の
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
、
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
議
会
・
行
政

が
二
元
代
表
制
の
意
義
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
体
と
な
っ
て
全
力
で
市

政
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
時
代
を
的
確

に
と
ら
え
、
将
来
像
「
水
と
緑　

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
の
実

現
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
方
分
権
の
進
展
の
中
、
議
会
の

役
割
と
責
任
は
、
従
前
に
比
較
し
格
段
に
重
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
べ

く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
引
き
続
き
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
素
晴
し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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 【
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
】

　

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
、
行
田
市
に
お
住
ま

い
の
方
で
、
平
成
19
年
中
に
事
業
、
給
与
、
不
動

産
、
配
当
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
方
は
申

告
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
次
の
方
は
申
告
不
要
で
す
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

②
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら
市
の
税
務
課
に
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
給
与
所
得

以
外
に
所
得
の
な
い
方

③
合
計
所
得
金
額
が
28
万
円
以
下
の
方　

※
所
得
の
な
い
方
や
③
に
該
当
す
る
方
で
も
、
税

務
関
係
証
明
書
が
必
要
と
な
る
場
合
や
国
民
健
康

保
険
税
の
軽
減
を
受
け
る
場
合
に
は
申
告
を
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 【
13
会
場
で
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
】

　

今
年
の
申
告
相
談
の
日
程
は
、
（
表
１
）
の
と

お
り
で
す
。
ま
た
、
日
曜
開
催
は
、
３
月
２
日
に

な
り
ま
す
。　

　
　

市
民
税
・
県
民
税
を
申
告
す
る
に
は

平成20年度   市民税・県民税申告相談開催日程

２月 ７日

８日

１2日

１3日

１４日

１５日

１8日

１９日

２０日

２１日

２２日

２5日

２６日

２７日

２８日

２9日

３月 2日

3日

4日

５日

６日

７日

１0日

１１日

１２日

１３日

１４日

１7日

木

金

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

日

月

火

水

木

金

月

火

水

木

金

月

荒木１区～４区、荒木上宿、荒木団地

荒木５・６区、７・８区（小見）、９区（白川戸）

西新町、深水町、壱里山町、清水町、門井団地、押上町

門井、門井二丁目、第三門井、棚田、棚田町三丁目、三井砂原、三持田西部、持田西

一桜、二桜、三桜（南・北）、長野住宅、桜ヶ丘、富士見（東・西・北・中央）

田端、林、橋場、中斉、堀の内、万願、白山、大下、新田、つるまき

下須戸、藤間

小針、真名板、真名板東、青葉

関根、若小玉（勝呂・中央・南・六本木）、藤原町（中央・東・西・南）

菅谷、一持田（北･南）、二持田（第一・第二・蔵場）、持田砂原、持田長町

三持田（東・大宮口）、菊野台、持田五丁目、持田団地、駒形、西駒形、前谷

上埼玉、下埼玉、片原（第一・第二・第三）、百塚、富士山（東・西）、利田

渡柳（上・下）、杉原、野（宿・中・谷端・原・上手）

上池守、下池守、皿尾、中里、小敷田

向町、大町、一佐間、二佐間、緑町、佐間神明、佐間三間

下忍、南駒形、堤根、樋上、下忍団地

全　地　区　 （各地区会場で都合のつかない方はご利用ください）

東台、柳坪、二谷郷新田、飯倉、栄町、春日、二谷郷東（第一・第二）、東栄、三谷郷

一斎条、二斎条、斎条団地、一和田、二和田、一谷郷、小橋団地

須加1区～4区（下中条）、須加5区～12区

一区、二区、在家、犬塚、中江袋

三区（北・南）、馬見塚

上、久保、里前、天袋、立野、新田、酒巻（上・下）

北谷（東・南・北・蓮華寺）、二北谷、帯廓、本丸、矢場、上荒井、城西、城南、田町、成田

全　地　区　 （各地区会場で都合のつかない方はご利用ください）

荒木公民館

太井公民館

長野公民館

太田公民館

持田公民館

埼玉公民館

星宮公民館

中央公民館
  （みらい）

星河公民館

須加公民館

南河原公民館

北河原公民館

商工センター

・ 税務課での申告相談は受け付けていませんので、ご理解 ・ ご協力をお願いします。
・ 各地区会場で都合のつかない方は、他の会場でも受け付けできますのでご利用ください。
・ 申告内容によっては、税務署で相談していただく場合があります。

（表１）

（受付時間）午前９時３０分～午後４時

月　日 曜日 会　場 地　　　　　　　区

一・二旭、一・二天満、大手町、元町、一・二・三内行田、六ッ門、矢場一丁目、一・二本町、
新町、八幡町、下町、宮本、中央、エクセル行田中央

　市民税・県民税の申告は、前年１年間の所得に対する税額を適正に計算するための課税資料として、
申告書の提出をしていただくものです。また、所得税の確定申告は、納税者が自分で１年間の所得金
額を計算し、申告書を提出して納税や還付を受けるものです。
　市では、各地域公民館などを会場に、皆さんの市民税・県民税、所得税の申告相談を開催します。

◎
次
の
内
容
の
所
得
税
申
告
は
税
務
署
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い

①
青
色
申
告

②
土
地
・
株
の
譲
渡
に
関
す
る
申
告

③
過
年
度
分
の
申
告

④
繰
越
損
失
の
申
告
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 【
申
告
相
談
に
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
】

　

申
告
に
は
、
次
の
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
印
鑑

②
平
成
19
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
収
支
計
算
の

分
か
る
書
類

③
会
社
な
ど
に
お
勤
め
の
方
は
、
源
泉
徴
収
票

　

 (

原
本)　

④
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
地
震
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
な
ど
の
払
込
証
明

書
⑤
支
払
い
医
療
費
の
あ
る
方
は
、
平
成
19
年
中
に

支
払
っ
た
金
額
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
た
金
額
の
分
か
る
も
の
（
人
ご
と
、
医

療
機
関
ご
と
に
金
額
を
ま
と
め
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
）

⑥
市
か
ら
送
付
し
た
申
告
相
談
の
案
内
は
が
き

 【
農
業
所
得
の
申
告
を
す
る
方
へ
】

　

平
成
18
年
11
月
に
行
っ
た
「
農
業
所
得
に
関

す
る
お
尋
ね
」
に
お
い
て
「
４
農
業
所
得
を
収
支

計
算
に
よ
り
申
告
し
ま
す
」
を
選
択
さ
れ
た
方
は
、

「
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
」
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

「
２
所
得
は
あ
り
ま
せ
ん
」
ま
た
は
「
３
農
業
所

得
は
０
円
と
し
て
申
告
し
ま
す
」
を
選
択
さ
れ
た

方
も
、
平
成
19
年
中
の
農
業
収
入
が
経
費
金
額

を
超
え
る
場
合
は
「
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
」
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

昨
年
１
年
間
の
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
（
支
出

金
額
）
を
差
し
引
い
た
残
額
が
所
得
金
額
に
な
り

ま
す
の
で
、
収
入
・
支
出
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
自

分
で
ま
と
め
た
う
え
で
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

※
収
支
計
算
を
行
う
『
農
業
所
得
申
告
に
係
る

「
収
支
計
算
準
備
表
」
』
を
税
務
課
窓
口
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 【
そ
の
他
】

　

「
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
」
は
、
受
け
付
け

た
内
容
を
会
場
で
申
告
書
に
印
刷
す
る
た
め
送
付

し
て
い
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
に
は
郵
送
い
た
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
、
平
成
20
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
を

適
正
に
計
算
す
る
う
え
で
大
切
な
も
の
で
す
。
書

類
な
ど
の
不
備
が
な
い
こ
と
を
十
分
ご
確
認
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
市
民
税
・
県
民
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課
市
民
税
担
当
（
内
線
２
３
１
・
２
３
２
）

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
お
よ

び
申
告
書
の
受
け
付
け
は
、
２
月
18
日
㈪
か
ら

３
月
17
日
㈪
ま
で
で
す
。
申
告
期
間
終
了
間
近
に

な
り
ま
す
と
相
談
会
場
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
の
申
告
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 【
白
色
申
告
の
方
も
収
支
内
訳
書
の
添
付
を
】

　

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
農
業
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
方
は
、
平
成
19
年
中
の
総
収
入
金
額

や
必
要
経
費
の
内
容
を
記
載
し
た
収
支
内
訳
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

 【
確
定
申
告
が
必
要
な
方
】

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不
動
産
収
入
の
あ
る

場
合
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
平

成
19
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
所
得
控
除

な
ど
の
合
計
額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基

に
算
出
し
た
税
額
が
「
配
当
控
除
額
」
を
超
え

る
方
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
所
得
の
年
収
が
２
千
万

円
を
超
え
る
方
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方
。

　
　

な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
方
で
も
、

次
の
場
合
な
ど
に
は
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と

で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

○
給
与
所
得
や
退
職
所
得
が
あ
る
方
で
、
医
療
費

控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け

る
場
合
。

○
給
与
所
得
者
で
年
の
途
中
に
退
職
し
そ
の
後
就

職
し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を
行
わ
な
か

っ
た
場
合
。

 【
総
収
入
金
額
報
告
書
の
提
出
を
】

　

確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
方
で
、
平
成

19
年
中
の
総
収
入
金
額
が
３
千
万
円
を
超
え
る
場

合
に
は
、
３
月
17
日
ま
で
に
そ
の
合
計
額
や
参
考

と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
総
収
入
金
額
報
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 【
納
税
・
還
付
は
口
座
振
替
で
】

　

振
替
納
税
（
口
座
引
き
落
と
し
）
は
、
現
金
を

持
ち
歩
く
こ
と
が
な
く
安
全
で
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
本
人
の
銀
行

口
座
へ
の
振
り
込
み
が
、
手
間
を
取
ら
ず
大
変
便

利
で
す
。

 【
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.
nta.g

o.jp

）
の
「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
が
便
利
で
す
。
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー

と
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
あ
れ
ば
、
自
宅
で
簡
単

に
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。
申
告
会
場
は
混

雑
し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
税
務
署
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
告

・
納
付
が
で
き
る
「e-T

ａx 

（ http://w
w

w
.

e-tax.nta.go.jp/

）
」
の
利
用
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
税
務
署
の
駐
車
場
は
大
変
狭
い
た

め
、
車
で
お
越
し
の
場
合
は
ご
不
便
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
所
得
税
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ　

　

行
田
税
務
署
☎
５
５
６―

２
１
２
３

所
得
税
の
申
告
を
す
る
方
へ



6

障害者控除をお忘れなく
　次に該当する方は申告により、障害者控除を受けられます。
①身体障害、精神障害、知的障害などにより各手帳の交

付を受けている方
②手帳の交付は受けていないが、市から認定書の交付を

受けた方
※⑴ 65 歳以上で、身体障害者および知的障害者などに準ずる

状態、⑵６カ月以上ねたきりであり、かつ食事、排便などの
日常生活に支障のある状態の場合、申請に基づき、市（高齢
者福祉課、福祉課）において「障害者控除対象者認定書」を
受けられることがあります。

▶問い合わせ　①は税務課市民税担当（内線 231・
232）、②は高齢者福祉課介護認定担当（内線 269）
または福祉課障害福祉担当（内線 266）

e-Tax( 電子申告 )を利用した
所得税確定申告の講習会

　税務署へ出向かずに、最高 5,000 円の控除や添付書
類の提出をしないで済ますことができるなど、便利に
なった電子申告をするための講習会です。事前の申し込
みは不要です。直接会場へお出掛けください。説明時間
は１時間３０分程度です。e-Tax については、国税庁ホー
ムページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）でご覧になれ
ます。

市民税・県民税　Ｑ＆Ａ
Ｑ　私は、サラリーマンですが、給与所得以外に、雑誌

の校正を行い、報酬が３万円あります。所得税の場合、
20 万円以下は申告不要と聞いていますが、市民税・県
民税の申告は必要ですか。

Ａ　所得税は、所得の発生した時点で源泉徴収を行ってい
ることから、給与所得以外の所得が 20 万円以下の場合
には申告を省略できる（※）とされています。しかし、
市民税・県民税においては、所得税のような源泉徴収制
度はなく、すべての所得を合算して税額を計算します。
したがいまして、報酬、謝金など給与所得以外の所得が
ある場合には、所得の多寡にかかわらず市民税・県民税
の申告が必要です。

　（※）所得税の確定申告をする場合は、20 万円以下の所得で
あっても申告が必要です。

日　　時 場　　所

  1月22日（火）午後7時〜   行田グリーンアリーナ２階研修室

  1月23日（水）午後1時30分〜   産業文化会館２階第２会議室

※説明内容は同じです
▶問い合わせ　行田税務署 ☎ 556－2123

日曜日の申告相談
 行田税務署および市では、下記の日曜日に申告相談を開
催しますので、ご利用ください。

（注）確定申告の内容によっては税務署での申告となります。（4ページ◎印参照）
※各会場とも混雑することが予想されますので、あらかじめご承知  

おきください。
▶問い合わせ　行田税務署☎ 556－2123 または税務

課市民税担当（内線 231・232）

開催者 期　日 時　間 場　所

行田税務署
 2月24日（日） 午前9時　　

　〜午後5時 行田税務署 1 階
 3月  2日（日）

行　田　市
　　　　（注）  3月  2日（日） 午前9時30分

　〜午後4時
中央公民館

教育文化センター「みらい」内

住宅借入金等特別税額控除
（住宅ローン控除）のお知らせ

　税源移譲により平成 19 年分以降の所得税が減となる
方は、平成 18 年まで受けられていた住宅ローン控除（所
得税）の一部が受けられない場合があります。その対応
として、平成 20 年度以降の市民税 ･ 県民税から控除す
る制度が創設されました。
　つきましては、「住宅借入金等特別税額控除申告書（以
下、申告書）」の提出が必要となります。
　なお、詳細については下記のとおりです。

▶問い合わせ　税務課市民税担当（内線 231・232）

対 象

①と②に該当する方
①平成11年から平成18年までに入居し、住宅ローン控
　除を受けていた方
②税源移譲により所得税が減となり、平成18年まで受け
　られた住宅ローン控除額の一部が所得税から差し引く
　ことができなくなった方
（注）所得や控除の状況などにより、すべての方が該当するとは限りません。
　　　実際に「申告書」を記入いただくことで、判断することになります。

提出期限
お よ び
提出方法

ア【所得税の確定申告をする方】
　2月18日（月）〜3月17日（月）
　　所得税の確定申告書と一緒に「申告書」を税務署に提出
　　してください。

 イ【所得税の確定申告をされない方（住宅ローン控除も含め
　　て年末調整が済んでいる方）】
　1 月 4 日（金）〜 3 月 17 日（月）
　　源泉徴収票と一緒に、「申告書」　を税務課に提出し
　　てください。
　　（土曜日、日曜日の午後、祝日については受付できません）

　なお、2 月 7 日（木）〜 3 月 17 日（月）は「市民税・
　県民税申告相談」を行うため、税務課では「申告書」の
　受理のみを行います。この期間に「申告書」の書き方な
　どの相談を希望される方は、相談会場へお越しください。

そ の 他 「申告書」は、税務課・行田税務署に備えています。
＊市ホームページからも「申告書」をダウンロードできます
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市有財産を一般競争入札により
売却します

　｢一般競争入札｣ とは、購入希望者に入札に参加していただ
き、市があらかじめ定めた最低入札価格以上で、最も高い価
格をつけた方を購入者に決定する方法です。
　一般競争入札には、行田市民に限らず、どなたでも参加す
ることができます。
▶売却物件
番号 所在地 登記地目 地積（㎡） 最低売却価格（円）

1 本丸601－53 宅　地 231.69 14,133,000 円

2 清水町10－27 雑種地 155 14,291,000 円

3 清水町10－13 雑種地 154 13,660,000 円

4 清水町10－1 雑種地 155 12,819,000 円

5 清水町10－28 雑種地 155 12,819,000 円

6
清水町10－27

雑種地 309
2 筆合計の入札をします

26,358,000 円清水町10－13

7
清水町10－1

雑種地 310
2 筆合計の入札をします

26,164,000 円清水町10－28

※物件番号 2 から 7 の申し込み取り扱いについて
（１）２筆合計物件で申し込みがあり、かつ、その１筆ごとの物件に両方申し込

みがあった場合は、１筆ごとの物件申し込みを優先します。
（２）２筆合計物件で申し込みがあり、かつ、その一方の１筆のみの申し込みがあっ

た場合は、２筆合計物件の申し込みを優先します。
※物件番号１から５については不動産の取り引きを業としている方は申し込みできません。

▶入札申込資格
　・市町村税を完納している個人または法人
　・指定期日までに確実に土地代金の支払いができる個人または法人
▶申込方法・場所
　　財政課に用意してある入札案内書を参考に所定の申込書に必

要書類を添付して、申込者本人が財政課までご持参ください。
（代理人によるときは、委任状を併せて持参してください）
▶申込期間
　1 月 7 日（月）～ 31 日（木）（ただし、土・日曜日、祝日を除く）
▶入札・開札の日時および場所
　(1) 入札　2 月 6 日（水）午前 10 時～
　(2) 開札　入札締め切り後直ちに開札
　(3) 場所　市役所 2 階 203 会議室
▶問い合わせ　財政課管財担当（内線 327）

地震保険料控除が創設されました
所得税、市民税・県民税の控除額は以下のとおりです。

（※）旧長期損害保険料については、①平成 18 年 12 月末までに締結した契約、②満期返戻金があるもので、保険期間が 10 年以上の契約、③平成 19 年 1 月以降、その損
　　  害保険契約の変更をしていない場合は、地震保険料控除の対象となります。

区分（契約） 年間の支払保険料の合計 控除額【所得税】 控除額【市民税・県民税】

  (1)地震保険料のみ
50,000円以下 支払金額 支払金額× 1/2

50,000円超 一律 50,000 円 一律 25,000 円

(2)旧長期損害保険料のみ
（※）

10,000円以下
10,000円超～20,000円以下
20,000円超

支払金額
支払金額× 1/2 ＋ 5,000 円
一律 15,000 円

5,000円以下
5,000円超～15,000円以下
15,000円超

支払金額
支払金額× 1/2 ＋ 2,500 円
一律 10,000 円

(1)、(2)が別契約の場合 (1)、(2) それぞれの方法で計算した金額
の合計額（限度額 50,000 円）　　　　

(1)、(2) それぞれの方法で計算した金額
の合計額（限度額 25,000 円）　　　　

(1)、(2)が同一契約の場合 (1)、(2)どちらか一方を選択 (1)、(2) どちらかの控除額を適用 (1)、(2) どちらかの控除額を適用

平成 19・20年度行田市物品等の
指名競争入札参加資格審査申請書の追加受付

　平成 19・20 年度の指名競争入札参加資格審査申請書の
追加受付を次のとおり実施します。
▶日時　２月１日(金)～29日(金)（土・日曜日、祝日を除く）

午前９時 30 分～ 11 時 30 分、午後１時 30 分～４時　
▶場所　契約検査課（市役所２階）　
▶受付業務　○物品（建設資材を含む）○建築物管理
▶申請に係る手引き・申請書の入手方法　手引き、様式（行

田市独自）は、市ホームページからダウンロードできます。
なお、窓口での配布は、１月９日 ( 水 ) からとなります。

▶その他　申請される方は、手引きにより申請書類を整備し
て提出してください。

▶問い合わせ　契約検査課契約担当（内線 213・214）

外国人の人権を尊重しよう
　近年の国際化時代を反映して、わが国に在留する外国人は
年々急増しています。
　憲法は、権利の性質上、日本国民のみを対象としていると
解されるものを除き、わが国に在住する外国人についても、
等しく基本的人権の享有を保障しています。しかし現実には、
わが国の歴史的経緯に由来する在日韓国・朝鮮人をめぐる問
題のほか、言語、宗教、生活習慣などの違いから、外国人に
対する就労差別やアパートやマンションへの入居拒否、飲食
店などへの入店拒否、公衆浴場での入浴拒否などさまざまな
人権問題が発生しています。
　平成８年１月には、「あらゆる形態の人種差別の撤廃に関
する条約」( いわゆる人種差別撤廃条約 ) がわが国において
発効し、人種差別や外国人差別などあらゆる差別の解消のた
めのさらなる取り組みが求められています。
　今後ますます国際化が進むことが予想される状況の中で、
外国人のもつ文化を尊重し、その多様性を受け入れることが、
国際社会の一員として望まれています。
▶問い合わせ　人権推進課（内線 221 )
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意　見
行田市へ引っ越してきました。ごみ

の出し方が自治体によって違うと聞い
ています。行田市のごみの出し方を教
えてください。

意　見
市内在住の一流人による講座を開

いていただき、話を聞いたり実技に触
れる機会を設定して欲しい。

意　見
行田市洪水ハザードマップには、指

定避難所の収容人数や備蓄倉庫の有無
について記されていませんが、記載す
る必要があるのではないのでしょうか。

回　答
ごみの出し方ですが、燃やせるごみ

は紙袋で、燃やせないごみはビニール
袋で午前８時３０分までに出してくだ
い。ペットボトルは、燃やせないごみ
として出してください。粗大ごみ、有
害ごみ、資源ごみを出す場所は、基
本的に地区に１カ所となっています。
　なお、不明な点は環境課までご連
絡ください。

回　答
中央公民館を始め地域公民館では

「公民館講師登録申請」を実施してい
ます。この登録制度により、広く多く
の優れた講師の人材発掘に努め、各
種講座を実施する際に適宜ご協力を
いただいています。多くの方々からの
情報提供などにより幅広く講師として
ふさわしい方にも依頼していますが、
今後も市内在住の一流講師を探しご
協力を得ていきたいと考えています。

回　答
指定避難所における収容人数の記

載ですが、浸水の状況によっては避
難所として使用できる階層の増減があ
り、収容できる人数が変動することか
ら、記載は省きました。なお、避難
所における備蓄倉庫の有無について
は、所在を示すことで、マップの活用
の幅が広がるものと考えられますの
で、マップ修正時には、備蓄倉庫の所
在の記載も検討したいと思います。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいたもの
の中から、その一部を紹介するものです。 ▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

 「もし自分が市長だったら」という視点から、市政に対する意見・提言を寄せていただく「市長と語る対話集
会」を開催しています。この集会は、自治会長をはじめ各種団体のほか、広く市民の皆さんに参加していただき、
対話方式で市長が直接皆さんの意見・提言を伺うものです。
　今回は、次の地区を対象に開催します。ぜひご参加ください。

▶開催日時・場所

▶応募資格　該当地区在住の方　
▶申し込み　不要（直接会場へお越しください）
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

　 地　　　区 日　　　時 場　　　所

第 ７ 回 忍・行田 １月２２日（火）　午後２時 〜 ３時３０分 商 工 セ ン タ ー

第 ８ 回 持田 ２月　２日（土）　午後１時３０分 〜 ３時　 持 田 公 民 館

第 ９ 回 佐間・埼玉・下忍 ２月１２日（火）　午後７時 〜 ８時３０分 埼 玉 公 民 館

「市長と語る対話集会」の参加者を募集します 

「市長のさわやか訪問」の訪問先を
募集します 

「市長のさわやか訪問」は、市長が企業、サークル、団体などを訪問し、
会社や活動の様子を拝見しながら意見交換を行うものです。
▶応募資格　市内の企業、サークル、団体
▶申し込み・問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）
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新成人の抱負新成人の抱負

　今年20歳という年齢を迎え、大人として認められる
年になりました。けれど、大人になったといって急に自
分を変えることは困難であり、すぐに自立することはで
きないと思います。
　自分たちの中には、すでに社会にでて働いている人、
学校に行き学んでいる人などそれぞれの道を歩んでいま
す。これからは自分の目標に向かって考え、行動してい
かなければいけません。社会のルールを守り、自分が目
指す理想の大人になるため、20歳という年齢はスター
トラインにすぎないと思います。これから少しずつ目標
とする自分を探し、その中でお世話になった人たちに感
謝の気持ちを伝えていき、大人へと自立していきたいと
思います。
　これからの日本を背負っていく世代として恥じない、
責任感を持った大人になれるよう努力していきたいと思
います。

 「成人」を辞書で引くと、《心身が発達して一人前になっ
た人。現在一般的には、満20歳以上の者をいう。》とあり
ますが、一人前の条件を考えたことはありますか？
　私の中の「一人前」は、周りの人たちに“ 何か ”を与
えることができる人間。と考えています。“ 何か ”とい
うのは、“ 物 ”ではなく、信頼や愛情、または責任など形
のないものです。今までは周りを見ずに、自分勝手に
やってきたことが多々あります。そこで欠けていた信頼
だったり、責任感だったりを考え直し改めることで、
自覚し将来へ繋げていくべきだと思います。そして、自
分一人ではなく、二人目…三人目…へその形のない“ 何
か”を与えられるようになったとき、私は「一人前」に
なったと感じるでしょう。
　年齢的には成人ですが、まだまだ私の心身は発達途中
です。これからまた新しいスタートを切り、いつか自分
の中での「成人」に達することができるよう、努力して
いきたいです。

平成 20 年
行田市新成人を祝う会

実行委員会

実行委員長

柴崎純孝さん（真名板）

平成 20 年
行田市新成人を祝う会

実行委員会

副実行委員長

今村　恵さん（南河原）

　市内で和菓子屋を営む杉田禮三
さんに、黄味しぐれの簡単な作り
方を教えていただきます。新たな
趣味を求めて、チャレンジしてみ
ませんか。
▶日時　１月23日(水) 午後１時
30分～４時　▶場所　ＶＩＶＡ
ぎょうだ調理室　▶対象　市内在
住・在勤の方  ▶定員  25人（先
着順）▶参加費　４００円程度　
▶持参するもの　上履き、エプロ
ン　▶申し込み　１月９日(水)～
16日(水)に同センターへ※保育
（２歳以上の未就学児）の申し込
みも同日まで　▶問い合わせ　男
女共同参画推進センター「ＶＩＶ
Ａぎょうだ」☎556―9301、Ｆ
ＡＸ556―9310、Ｅメール　
viva@city.gyoda.lg.jp

作ってみよう！ 
簡単和菓子

　現在、市では、さきたま古墳群の世界遺産登録へ向けた
活動を進めています。
　皆さんにさきたま古墳群のことをもっと知っていただくため、二二ギンとコノハちゃん
が「さきたま古墳群魅力発見隊」として立ち上がりました。今回から魅力発見隊が古墳群
についての情報を紹介していきます。

　古墳とは、一般的には土を盛り上げて造った墳丘を持つお墓（墳
ふ ん ぼ

墓）のことです。特
に、1,700年前から1,300年前の「古墳時代」に造られたものを、「古墳」と呼んでいます。

　古墳の中には、棺をおさめるための埋葬施設（石
せきしつ

室、粘
ね ん ど か く

土槨など）があり、そこに
は棺と一緒に馬具や勾

まがたま

玉などの副葬品がおさめられていることがあります。国宝であ
る「金

きんさくめいてっけん

錯銘鉄剣」も、稲荷山古墳の埋葬施設から副葬品として発見されました。

　古墳に葬られたのは限られた人たちだけで、主に当時の有力者とその一族だったと
いわれています。

　さきたま古墳群は、このような古墳が日本有数規模で密集している古墳群で、日本
の古墳文化を語る上で貴重な文化遺産です。
　市では、さきたま古墳群の価値をアピールしながら、今後も世界遺産登録に向けて
活動していきます。めざせ！世界遺産！
▶問い合わせ　企画政策課世界遺産推進担当（内線307）

めざせ世界遺産！ さきたま古墳群魅力発見隊
第 1 回「古墳ってなんだろう」

　古墳ってなんだろう

　古墳の中には何があるの

　古墳は誰のお墓なの

Ⓒ  二二ギンとコノハちゃん



女性の行財政改革審議官（行政監視員）
を募集します

４月から後期高齢者医療制度がはじまります４月から後期高齢者医療制度がはじまります
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　市ではこれまで、行政改革大綱の理念に基づき、地方分
権時代にふさわしい簡素で効率的な行財政システムの確立
を目指し、行財政改革に取り組んできました。
　しかし、今後さらに厳しさを増す行財政運営を取り巻く
環境を的確に乗り切るためには、これまで以上に市民の目
線に立った行財政改革に着手しなければなりません。
　女性の行財政改革審議官（行政監視員）は、市の事務事
業やすべての行政サービスに対する見直しを市民の視点か
ら調査研究していただき、多角的な意見をアドバイザーと
して市長に提言していただくものです。

▶応募資格　市内在住・在勤または在学の方で日本国籍を
有する 20 歳以上の方。ただし、次に掲げる方の応募は
できないものとします。
１．市職員および市議会議員
２．地方公務員法第 16 条に規定する次の欠格条項に該

　当する方
　　(1) 成年被後見人または被保佐人　
　　(2) 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで

　　  またはその執行を受けることがなくなるまでの方
▶募集人員　２人（内 1 人は行政に対する識見を有する方）
▶任　　期　２年
▶応募方法　行財政改革審議官（行政監視員）に応募する旨、

住所、氏名、年齢、職業、連絡先電話番号を記入した書
類（様式自由）を郵送・ＦＡＸ・Ｅメールのいずれかの
方法で企画政策課改革推進担当へお送りいただくか、持
参してください。（郵送〒 361―8601 行田市本丸２―
５、ＦＡＸ 553―1355、Ｅメ―ル　kikakuseisaku@
city.gyoda.lg.jp）

▶締め切り　１月 18 日（金）必着
▶選考方法　面談方式とします。日時は応募者全員に後日

通知します。
▶問い合わせ　企画政策課改革推進担当（内線 308）

　このほど「与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチーム」において、
高齢者医療制度について次のとおり取りまとめられ、政府としても実施す
ることとされましたので、その内容をお知らせします。
　なお、該当者には今後正式に内容が固まった段階で改めてお知らせする
予定です。
　
　
　平成 20 年４月から平成 21 年３月までの一年間、窓口負担が１割に据
え置かれます。
※すでに窓口負担が３割の方、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障
　認定を受けた方は除きます。
※昨年の制度改正では、70 ～ 74 歳の方の窓口負担については、平成 20
　年４月から２割負担に見直されることとされていたものを据え置くもの
　です。

　

　平成 20 年４月から９月までの６カ月間は無料となり、平成 20 年 10
月から平成 21 年３月までの６カ月間は、被保険者均等割が９割軽減され
た額となります。

【対象者】
　75 歳以上の方（注１）で、後期高齢者医療の被保険者になる日の前日（平成
20 年３月 31 日または 75 歳の誕生日の前日）において被用者保険（注２）
の被扶養者となっている方

（注１）65 ～ 74 歳で一定の障害認定を受けた方を含みます。
（注２）政府管掌健康保険や、企業の健康保険、公務員の共済組合など、

いわゆる「サラリーマン」の健康保険であり、国民健康保険は該
当しません。

※昨年の制度改正では、被用者保険の被扶養者の方については、後期高齢
者医療制度の被保険者となった日の属する月から２年間、被保険者均等
割を５割軽減することとされていますが、今回の措置はそれに加えて行
うものです。詳しくは下記をご覧ください。

▶問い合わせ　１について…保険年金課国保担当（内線 272・273）　
　　　　　　　２について…保険年金課医療担当（内線 226・227）

　１．70～ 74歳の方の窓口負担について

　２．後期高齢者医療制度における 75歳以上の被扶養者の
　　　保険料について

　平成 20 年 4 月から、現行の老人保健法にかわり、新たに独立した医療制度がはじまります。75 歳以上の方（65
歳以上 75 歳未満の一定の障がいのある方で、申請して広域連合の認定を受けた方を含みます）は、後期高齢者医
療制度の被保険者となります。

▶加入の手続き
【県内にお住まいの 75 歳以上の方】
　平成 20 年４月１日に自動的に被保険者となりますので、特に手
続きの必要はありません。保険証は 3 月下旬にお手元に届きます。

【県内にお住まいの平成 20 年 4 月以降に 75 歳になる方】
　75 歳の誕生日から自動的に被保険者となりますので、特に手続
きの必要はありません。保険証は、75 歳の誕生日前にお手元に届
きます。

【県内にお住まいの 65 歳以上 75 歳未満の方で、障害認定を受け 
て既に老人保健の対象となっている方】
　平成 20 年 4 月 1 日に後期高齢者医療制度の被保険者となりま
すが、現在加入している各医療保険の脱退や保険料の負担が必要と
なることから、同制度への加入を希望しない方は、市役所保険年金
課窓口でその旨を申し出てください。
▶医療機関での負担
　医療機関などの窓口で支払う医療費の一部負担金は、現行の老人
保健と同様、所得に応じて 1 割または 3 割となります。
▶保険料
 ・保険料は、被保険者一人ひとりに納めていただくことになります。
 ・保険料の額（年額）は、均等割 42,530 円（被保険者全員が均等 
　に負担いただく部分）と所得割　7.96％（被保険者の所得に応

じて負担いただく部分 ) の合計額になります。
・ 所得の低い世帯の方には、世帯の所得水準に応じて均等割額が 7

割、5 割、2 割軽減されます。
・ 年間の保険料については 50 万円が上限となります。
・ 後期高齢者医療制度に加入する直前に、健康保険や共済組合の被

扶養者であった方については、新しく保険料を負担いただくこと
になりますが、加入から 2 年間は、均等割額が半額に軽減され
ます。ただし、平成 20 年 4 月から 9 月までの 6 カ月間は徴収
せず、平成 20 年 10 月から平成 21 年 3 月までの 6 カ月間は、
均等割額が 9 割軽減されます。（国民健康保険は該当しません）
▶保険料の納め方　

【特別徴収】
　年額 18 万円以上の年金を受給されている方は、年金から天引き
されます。
※ただし、介護保険料と合わせた合計額が年金の 2 分の 1 を超え

る方は、普通徴収となります。
【普通徴収】
　上記以外の方は、市から送付される納付書で納めていただくこと
になります。
▶問い合わせ　保険年金課医療担当 ( 内線 226・227)
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番号 氏　　名 担　当　地　区 電　　話

東部地区　民生委員・児童委員　協議会

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36

山田  克江
新島  英雄
松岡　  徹
小沢　芳子
中村ツネ子
尾畑　千里
庄司登美子
松田　新一
森　貴美子
石㟢　英司
坂本　　弘
磯井　貞夫
内山　幹夫
半田　富男
大谷　春美
小澤チヨ子
高橋　　宏
高澤　上惠
吉野　紀子
江森千恵子
細村　隆一
有賀すず代
大澤　良子
長谷川節子
福島　敏子
長森とよ子
柿沼　貴代
中村　桂子
中島　伸浩
瀬山　安子
田島　　晃
鯨井　　洋
笠上　博子
漆原　道子
田口恵利子
中島　昌子

一桜   
二桜（秩父鉄道線路より南側）  
二桜（秩父鉄道線路より北側）  
三桜南部   
三桜北部   
桜ケ丘、主要地方道佐野･行田線西側  
桜ケ丘、主要地方道佐野･行田線東側  
長野住宅   
富士見東部   
富士見中央   
富士見西部   
富士見北部   
橋場１〜３組   
橋場４〜６組   
田幡   
林   
中斉（長野二丁目）   
中斉（長野三丁目）   
堀の内、つるまき   
万願   
白山、大下、新田   
藤原町東部（二丁目３８を除く）  
藤原町西部   
藤原町中央   
藤原町南部   
若小玉勝呂   
若小玉中央、藤原町二丁目３８  
若小玉六本木、若小玉南部   
下須戸（上組、元組、東組、大島）  
下須戸(中郷､須戸橋､間ﾉ道､新田､寺浦､刈辺) 
小針（県道上新郷埼玉線より東側）  
小針（県道上新郷埼玉線より西側）  
藤間、関根、真名板東   
真名板   
（主任児童委員）   
（主任児童委員）  

５５６−４８２４
５５６−０２３８
５５６−４０６０
５５６−０９０６
５５３−１６８１
５５４−９４０７
５５６−３２７３
５５４−１７０８
５５４−４３２２
５５４−０４８２
５５４−０８９１
５５６−８６４８
５５４−６６１１
５５５−２４７６
５５６−４８９４
５５５−０５３２
５５４−７６８１
５５４−２２７１
５５９−１０７２
５５９−０００８
５５９−０９６８
５５６−８５３８
５５６−０２６６
５５４−３９５４
５５４−９２５８
５５４−０４９５
５５５−１６２７
５５４−５４６４
５５９−１１４３
５５９−３８６６
５５９−３１４７
５５６−３４９２
５５９−１２５３
５５９−３５３７
５５９−３９４１
５５９−１８７７

西部地区　民生委員・児童委員　協議会

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

田島　良一
坂口　泰一
三村　勝己
加賀谷充枝
北川　　捷

　関口　禮二　
服部　時子
瀧口　節子
渡辺　功三
江森　　正
土屋　郁代
茂木　完夫
江原　政子

※
加藤　節子
中川由美子
澤井　昌代
岩嵜　治雄
竹内　誠治
金井千鶴子
大村　久子
丸橋　悦子
渡辺　裕康
雲田　武一
大木　庸子
菅谷いみ子
渡辺　　栄
小出　厚子

菅谷   
一持田（国道１２５号線より北側）  
一持田(国道125号線より南側)、県営持田団地 
二持田第一   
持田五丁目   
持田長町、菊野台   
持田砂原(三丁目32､四丁目１､4〜13、18〜21) 
持田砂原(二丁目18､三丁目28〜31､四丁目2〜3) 
三井砂原（四丁目14〜17）持田西  
三持田(西小西側道路より東側)､三持田大宮口 
三持田（西小西側道路より西側）  
前谷   
棚田町一丁目（新幹線より南側）  
棚田町一丁目(新幹線より北側）､棚田町二丁目 
門井町一丁目、ローヤルシティ行田  
門井町二丁目   
第三門井（１〜１５、１８、１９番地）  
第三門井（１６、１７、２０〜２７番地）  
押上町（南大通より北側）   
押上町（南大通より南側）､門井団地  
西新町（１００番地）   
西新町（１番地）   
深水町、棚田町三丁目   
壱里山町   
清水町（1〜３番地）   
清水町（４〜１４番地）   
（主任児童委員）   
（主任児童委員）  

５５４−１３０７
５５６−２９８２
５５５−０２９１
５５５−２８７２
５５６−０２６８
５５５−０３５１
５５４−６７２１
５５４−５７３７
５５６−８０８９
５５５−０９３９
５５４−６４０７
５５４−２３５４
５５４−７５５７

５５５−０３３２
５５６−２６１５
５５６−４８３６
５５４−９２２５
５５４−３０３４
５５４−７１５０
５５６−６７６１
５５４−２３０３
５５４−６４１６
５５４−２４７８
５５４−９６７９
５５４−５５１４
５５６−００３６
５５３−３８１９

※印の棚田町地区は平成２０年３月３１日まで江原政子氏（☎５５４−７５５７）に連絡してください

南部地区　民生委員・児童委員　協議会

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

加相　和子
島田ユミ子

※
山崎　孝子
井桁　宏治
五十嵐京子
松島　司郎
小川　雅子
今泉　弘子
佐藤マキ子
渡辺　俊江
長谷川静子

大町、一佐間   
二佐間（一丁目３、５〜９、１３〜１５）  
二佐間（一丁目１６〜２０、２６〜３０）  
神明（二丁目２〜１１）   
神明（二丁目１２〜１９）   
三間（三丁目８〜１０、１３〜２７）  
三間(三丁目１〜７､１１､１２､大字佐間)  
緑町   
向町(1､5､6､16､17､22､23､29)、一向､行田10､天満1 
向町（上記以外、二向）   
旭町（１〜８）   
旭町（９〜１６）  

５５６−２９７８
５５６−７７６５

５５３−５０５５
５５６−４２９１
５５４−１７８８
５５６−１８２３

５５４−５３６０  越智方
５５４−１９４９
５５６−７５７９
５５４−０９９８
５５４−３２４１

　12月1日、民生委員・児童委員１３８人、主任児童委員１1人の方が厚生労働大臣および県知事から委嘱を受け、工
藤市長から委嘱状が伝達されました。
　今回、委嘱を受けた方々は、平成２２年１１月３０日までの３年間、地域福祉の推進者として活躍していただきます。

番号 氏　　名 担　当　地　区 電　　話

13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

大矢　久子
松田千江子
植村　瑛司
長谷川定男
根岸　正芳
田島　久江
長澤　誠司
深作　好子
柴田　隆次
荻原　弘子
町田　祥子
岡村　博子

富士山東・西、上埼玉   
百塚   
片原第一、第二、下埼玉   
片原第三、杉原、杉原団地   
利田、渡柳上・下   
野原、上手、谷端   
野中、宿   
下忍   
堤根   
樋上、下忍団地   
（主任児童委員）   
（主任児童委員）  

５５９−０６５４
５５９−１２９２
５５９−４０３５
５５９−４８５３
５５９−０９３０
５５９−４９５１
５５９−４５３８
５５４−１８４０
５５４−１８２４
５５５−２０２２
５５４−３０２７
５５９−１２５９

※印の佐間地区は平成２０年３月３１日まで島田ユミ子氏（☎５５６−７７６５）に連絡してください

北部地区　民生委員・児童委員　協議会

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

原　　輝子
茂木　愛子
西山カツ枝
根岸ひさ子
大平　敏江
久米美千代
内田　高司
高橋　洋子
田島　トモ
倉林きく恵
佐藤　久江
植松　泰正
茂木奈賀子
松岡　好子
内藤　賢一
木島ふみこ
岩田　絢子
吉村さなへ
島田　三良
小林　康男
手島　一海
加藤　富子
筑肱　幸子
須永　正義
久保田芳枝
瀬尾　一郎
風間ちま子
井桁　右子

一谷郷   
柳坪   
東台   
二谷郷東第一   
二谷郷新田西・北部   
二谷郷新田東部   
三谷郷（北部、薬師堂北側道路より北側)  
三谷郷（南部、薬師堂北側道路より南側)  
二谷郷東第二   
飯倉、栄町   
東栄   
小橋団地   
二斎条   
一斎条、斎条団地   
一・二和田   　　
上池守、下池守   
中里、皿尾、小敷田   
荒木１区、２区   
荒木３区、９区（白川戸）   
荒木４区、５区、荒木団地   
荒木上宿、６区   
荒木７区、８区（小見）   
須加１区〜４区（下中条）   
須加５区〜８区   
須加９区〜１２区   
上、久保、里前、天袋、立野  
北河原新田、酒巻上・下   
（主任児童委員）  

５５４−７１２４
５５６−１９３９
５５４−３６６３
５５５−０２４７
５５４−０５１６
５５４−５８２８
５５６−６６１３
５５４−４８９５
５５４−５８３９
５５４−７２５７
５５６−２２１８
５５６−２４５６
５５７−１８２７
５５７−１２６２
５５６−７３９５
５５５−３６２６
５５４−０２６８
５５９−１９１９
５５７−０３３８
５５７−１６９０
５５７−１００４
５５４−３５５６
５５７−２４８４
５５７−１６０６
５５７−１６５７
５５７−０４４５
５５７−０３８１
５５７−３８００

中央地区　民生委員・児童委員　協議会

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

長谷川洋子
根岸　君枝
齋藤　悦子
藤村　光子
保住　宏子
黒部　仲正
武笠　信之
小林　俊江
松下　道子
山岸　直美
原田　　實
諏訪間美智江
吉田　勇治
須郷　和美
南雲　捷子
長島　益世
竹村　光子
白根　典子
橋本　恭一
樽見　俊行
大谷　和子
平井　直美
千代田　豊

中央、エクセル行田中央   
宮本   
北谷区東町、北町、南町、蓮華寺  
二北谷、六ツ門、帯廓   
本丸   
一内、二内行田、元町   
三内行田、大手町   
一天満、二天満   
矢場一丁目の一部、矢場二丁目  
田町、上荒井   
成田(本丸３〜７、１８〜２３、１６の一部） 
城西２丁目   
城南   
駒形、南駒形   
西駒形   
二持田第二の一部   
二持田第二の一部、蔵場   
二持田第二（城西三丁目）   
下町、二本町   
一本町、新町、八幡町   
春日、矢場一丁目の一部   
（主任児童委員）   
（主任児童委員）  

５５４−０８７１
５５６−３３１７
５５６−０３０５
５５６−１６００
５５５−２４０９
５５４−３８７５
５５３−２７４１
５５６−０１６６
５５４−４６９０
５５６−１０１７
５５４−５０２０
５５４−４３７７
５５６−３８７５
５５４−６６２３
５５４−５６５９
５５４−２５５６
５５４−６１９６
５５４−７０５２
５５３−３１１３
５５４−７６１６
５５６−１９０２
５５４−８９５２
５５６−２７７９

南河原地区　民生委員・児童委員　協議会

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

関口フミ子
市川　久子
保科　正之
中丸好太郎
田中　明子
吉野　信子
石川恵美子
加藤　輝男
中野　一郎
児玉　悦子
細井　一江
榊　　和代

一区ー１   
一区ー２   
在家   
二区   
三区南   
三区南   
三区北   
犬塚   
中江袋   
馬見塚   
（主任児童委員）
（主任児童委員）  

５５７−０１４８
５５７−０７５８
５５７−１９３６
５５７−２２７３
５５７−０６０３
５５７−０７０２
５５０−６０５８
５５７−０３０３
５５７−３１００
５５７−０２８５
５５７−１３３５
５５７−０５０３

▶問い合わせ　福祉課社会福祉担当（内線 267）
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奨学資金給与
　市では、修学の意欲があるの
に経済的な理由で修学が困難な
方に対し、学資金の一部を奨学
資金として給与します。
▶申請期間　
　４月１日（火）～ 25 日（金）
▶受給資格　

①市内に６カ月以上居住し、
高校および高等専門学校に
在学していること　

②他の奨学資金の給与を受け
ていないこと

▶給与金額　月額１万円
▶願書に添付する書類　
　①在学証明書　
　②同一生計者の所得証明書　
　③住民票謄本
▶その他　受給者は、奨学生選

考委員会において選考します。
▶申し込み・問い合わせ　
　教育総務課庶務担当
　☎ 556―8311

教育振興奨励金
　市では、市内で教育振興に沿っ
た活動を行っている個人や団体
の皆さんを対象にした奨励金を
交付しています。
▶申請期間
　2 月 1 日（金）～ 19 日（火）
▶対象

①学校教育関係（学校教育の向
上について調査・研究する場合）

②社会教育・社会体育関係（青
少年の健全育成事業や体育文
化の振興のための指導者養成、
後継者養成のための事業など）

▶交付限度額
①学校教育関係
　個人の場合…５万円
　団体の場合…10 万円
②社会教育・社会体育関係
　個人の場合…５万円
　団体の場合…20 万円

▶申し込み・問い合わせ　
　教育総務課庶務担当
　☎ 556―8311

入学準備金貸付
　市では、高校・大学などへ入学を希望する方の保
護者に対して、経済的負担の軽減を図るため、入学
準備金の貸し付けを行っています。
▶申請期間　２月１日（金）～ 20 日（水）
▶対象　市内に６カ月以上居住し、市税を完納している方
▶貸付金額

①大学、短大および専門課程を置く専修学校の場
合……30 万円

②高校、高専および高等課程を置く専修学校の場
合……20 万円

▶申請に添付する書類
①在学または出身学校長が大学・高校などの長に
　提出する調査書の写し

　②家庭調書
　③住民票謄本
▶貸付決定後に提出する書類　
　①借用書（保証人が必要）
　②入学許可書
▶返還方法　３カ月を据え置き、大学については５０カ

月以内、高校については３５カ月以内で毎月の分割払い。
▶申し込み・問い合わせ　
　教育総務課庶務担当☎ 556―8311

傍聴しやすくなりました
教育委員会会議

　教育委員会定例会および臨時会
で審議する議案について、傍聴す
る方の便宜を図るため、原則とし
て公開議案を非公開議案に先立ち
審議することとしました。
▶問い合わせ　教育総務課庶務
　担当 ☎ 556―8311

小・中学校就学援助費
　小・中学生の就学に必要な諸
経費の一部について援助します。
対象の方は、ご相談ください。
▶対象　生活保護法の適用を受

けている方、またはそれに準
じる程度に困窮していると認
められる方

▶援助の範囲　就学に必要な学
用品費、学校給食費、医療費、
修学旅行費など

▶相談・申請・問い合わせ　
　各学校または教育総務課財務
施設担当 ☎ 556―8311

　市では小・中学校の通学区域について規則で定めていますが、下記に該当するときは、保
護者からの申し立てにより、指定した就学校を変更できる場合があります。
▶区域外就学（指定学校変更）許可基準

小・中学校の指定学校変更について

▶指定学校を変更することができる場合の手続き
　　平成 20 年度に入学する方については、保護者から就学すべき学校の変更願を 2 月 12

日（火）までに教育総務課へ提出してください。教育委員会による審査後、変更承諾書を
交付します。（その他の方については、随時受け付けます）

▶相談・申請・問い合わせ　教育総務課庶務担当 ☎ 556 － 8311

No 願出の種類 該当学年 許可基準 許可期限 添付書類

１ 最終学年 小学6年生
中学3年生

最終学年途中で転居・転出し、通学上および指導
上支障がない場合。 卒業まで　　 ー

２ 学期途中 小学1～5年生
中学1～2年生

学期途中で転居・転出し、通学上および指導上支
障がない場合。 学期末まで　 ー

３ 住宅新築および
転居予定　　　 全学年

家屋登記、住宅ローンなどの融資手続のため住民票
のみ異動した場合。
自宅の新築およびマンション・アパートの入居など
による転入、転居予定があり通学に支障がない場合。

入居予定日まで

建築確認書
工事請負契約書
売買契約書
賃貸契約書

４ 両親共働き等
留守家庭　　 小学校全学年 保護者が共働きなどにより留守になる家庭で、祖

父母などの家から就学する場合、その通学区域。
事由の存する
期間　　　　

勤務証明書
営業証明書

５ 身体的および
精神的理由　 全学年

身体的理由で、通学途中の安全確保のため、指定
通学区域外の学校に就学する場合。
登校拒否が客観的に予想される場合。

事由の存する
期間　　　　

医師の証明書
学校長の意見書

６
家庭の事情に

より、住所異動
ができない方

全学年 市内に居住していることが証明された場合、通学
区域内の学校へ就学。

住民登録が行
われるまで　

賃貸契約書
居住証明書

（民生児童委員等）

７ 特別支援学級
に入級する方 全学年 就学指定校に該当する特別支援学級がない場合。

就学指定校に該
当する特別支援
学級が設置され
るまでの期間　

ー

８ 地域的事情 全学年 教育委員会が、指定校の変更を認めている地域。
（許容地域） 卒業するまで ー

９ その他 全学年 1～8以外で、特別の事情がある場合。 適切と判断す
る期間　　　

その都度必要
とする書類　
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市内循環バスの一部コース変更を行います

　１月４日（金）から、市内循環バス北
東循環（かがやき号）は、犬塚地区の御
嶽神社（停留所名・犬塚）および犬塚集
会所（停留所名・西新井）に停車します。
▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内
線 251）

市民大学準備委員を募集します

　市では平成 20 年度内に市民大学を
開校する予定です。つきましては、この
市民大学を企画する準備委員を募集しま
す。
▶応募資格　市内在住・在勤の方で、市
民大学に関心を持ち、市民のための市民
大学の開校に向け熱意があり、準備委員
会に積極的に参加していただける方。
▶申し込み　１月 31 日 ( 木 ) までに住
所・氏名・年齢・職業・電話番号を記
載のうえ、市民大学についてのレポート

（400 字以内）を郵送またはＦＡＸでひ
とつくり支援課（〒 361―0052 行田
市本丸２―20 行田市教育委員会ひとつ
くり支援課　ＦＡＸ 556―0770）へ
提出してください。
▶ 問 い 合 わ せ　 ひ と つ く り 支 援 課 ☎
556―8319

臨時職員を募集します

【水城公園・古代蓮の里　公園作業員】
▶内容　市内公園現場での作業（高所作業含む）を行う業務　▶資格　
持久力と筋力のあるおおむね 55 歳未満の方　▶募集人員  ３人  ▶勤務
時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分　▶日給　７,５００円　▶申し
込み　市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入のうえ、２月 20 日
( 水 ) までに人事課へ持参してください。面接のうえ４月１日から採用
します。▶問い合わせ　人事課 ( 内線 208）またはまちづくり推進課 ( 内
線 353）

　古代蓮の里を会場に、世界遺産を目指す「さきたま古墳群」を走り抜けるコースで開催します。より走り易くするためにコー
スの調整をしました。スペシャルゲストとして谷川真理さんをお迎えするほか、さまざまな企画を用意していますので、奮って
ご参加ください。

▶日　　時　４月６日（日）雨天決行　
　受付：午前７時～８時 30 分　開会式：午前８時 15 分
▶場　　所　古代蓮の里～さきたま古墳公園
▶競技部門・区分・スタート時間・参加料

▶制限時間　ハーフの部は２時間 30 分、10㎞の部は１時間 30 分
および５㎞の部は 40 分を経過した時点で競技を終了します。

▶表　　彰　各部門１位～ 10 位に賞状、賞品（ジョギングの部を
除く）※完走者には完走記録証を即日発行します

▶申し込み
【スポーツ振興課・行田グリーンアリーナ・古代蓮会館で】
　所定の用紙に記入のうえ、参加料を添えて申し込みください。

【郵便振替で】　所定の「払込取扱票」に記入のうえ、最寄りの郵便局で
参加料を添えて申し込みください。（必ず１人１枚使用してください）

【インターネットで】右記ホームページで申し
込みできます。参加費はコンビニエンススト
ア（セブンイレブン、ファミリーマート、ロー
ソン、ミニストップ、デイリーヤマザキ、サー
クルＫサンクス、セイコーマート）もしくは
クレジットカードでの支払いとなります。

▶申込期限　２月 29 日（金）まで（当日消印有効）
▶注意事項　
　・当日の参加申し込みはできません。
　・参加申し込み者へ３月下旬に参加通知のはがきを郵送しますの

　で、当日、受け付けの際に必ず持参し、ナンバーカードと引き
　換えてください。受け付けをしないと、大会に参加することが
　できません。

　・駐車場はコース内となりますので、午前８時 30 分以降の入場は
　できません。

▶主　　催　行田市体育協会
▶共　　催　行田市、行田市教育委員会、㈶行田市産業・文化・スポー

ツいきいき財団
▶問い合わせ　スポーツ振興課 ☎ 556ー8336

部門　　　　　　　区　　分　　　　　　 スタート時間 参加料

ハーフ

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時30分

3,000円
高校生

1,500円

男子40歳代の部　
男子50歳以上の部　
女子39歳以下の部（高校生含む）
女子40歳以上の部　

10km

高校生男子の部

午前9時

男子39歳以下の部
男子40歳代の部
男子50歳代の部
男子60歳以上の部
女子39歳以下の部（高校生含む）
女子40歳以上の部　

 5km

男子39歳以下の部（中・高校生含む）

午前10時10分
3,000円
中・高校生
1,500円

男子40歳以上の部
女子39歳以下の部（中・高校生含む）
女子40歳以上の部　

3.4km 中学生の部 午前10時 500円

 1km

小学6年生男子の部
午前9時5分

400円

小学5年生男子の部
小学4年生男子の部
小学6年生女子の部

午前9時15分
小学5年生女子の部
小学4年生女子の部
ジョギング

スポーツエントリー
http://www.sportsentry.ne.jp（　　　 ）

（　　　 ）

※種目別の対象年齢は大会日を基準とし、小・中・高校生はそれぞれ進級学年
　とする。（例）小学６年で卒業式を終えた生徒は中学１年生とする。

北東循環　かがやき号
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高
齢
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当
（
内
線
２
７
８
）

　保護者の就労などで、昼間常時留守家庭となる小学１
年生から３年生までの児童に、安全で安心な生活の場を
提供する場所が学童保育室です。
　昨年 9月1日開室の下忍学童保育室に続き、1月1日
から、荒木学童保育室を荒木小学校校舎内東側に開室
しましたので、お知らせします。
▶問い合わせ　子育て支援課（内線２６２）または子育
て総合支援窓口☎５５６－２０１１

　私たちのまわりには、さまざまな事情でどうしても家
族と一緒に生活をすることができない子どもがいます。
家庭の温かさを必要とする子どもたちが増えている一方
で、その受け皿となっていただける里親家庭は少なく
なっています。多くの皆さんに、「里親制度」を理解して
いただくことを目的に、里親入門講座を開催します。里
親について関心がある方はぜひご参加ください。養育経
験のある里親の方から話を聴くなど、一緒に学んでみま
せんか。
【第１回】
▶日　　時　2月17日(日) 午後１時～ 4時　
▶場　　所　秩父市福祉女性会館(秩父市野坂町1－13－14)
【第2回】
▶日　　時　2月24日(日) 午後１時～ 4時　
▶場　　所　熊谷児童相談所（熊谷市箱田5－12－1）

【第1回】【第2回】とも
▶内　　容　①里親制度について　②里親体験談
▶講　　師　①熊谷児童相談所職員　②里親
▶費　　用　無料
▶申し込み・問い合わせ　1月31日(木)までに子育て
支援課（内線263）または熊谷児童相談所虐待・相談指
導担当（☎521 ー 4152）へ

「下忍学童保育室」に続き
「荒木学童保育室」を開室しました

里親入門講座

心のバリアフリー講座
（精神保健福祉ボランティア養成講座）

　「心の病」についての正しい理解と、誰もが暮らしやすい地
域づくりのための講座です。

▶場　　所　総合福祉会館「やすらぎの里」
▶対　　象　精神保健福祉への理解を深めたい方やボランティア
活動に関心のある方
▶費　　用　無料
▶定　　員　15人（先着順）
▶申し込み・問い合わせ　１月24日（木）までに福祉課障害福
祉担当（内線２６６）へ

日　　時 内　　　　　容

１ １月29日（火）
午後２時～４時

・心の病気について
　講師　行實志都子さん
　（文京学院大学人間学部人間福祉学科助教）

２ ２月13日（水）
午後２時～４時

・精神保健福祉ボランティアの活動の実際
　講師　大野瑛子さん
　（川越市・精神保健福祉ボランティア「アミーゴ」代表）

３
２月28日（木）、
３月13日（木）
午前10時～午後１時

・実習（２班に別れて行います）

結婚・子育て支援資金
資　金　の　使　途 限 度 額 利 率

結婚
・本人または三親等以内の親族の結婚費用 100万円

1.9％
育児
・妊娠から小学校入学までに発生する育児 
　費（医療、出産費など）

100万円

教育
・入学金、授業料などの教育資金 200万円

※利率は改正することがありますので事前に確認してください。
※別途、保証料（0.7％）が必要です。
※申し込みに当たっての要件（県内居住、年齢要件など）と申し
込み後、中央労働金庫の審査があります。審査の結果、ご希望に
沿えない場合があります。
※この他、応急資金や失業資金も設けています。
▶申 し 込 み　中央労働金庫県内各支店
▶問い合わせ　埼玉県勤労者福祉課☎０４８－８３０－４５１８

行
田
市
児
童
、
高
齢
者
及
び

障
害
者
虐
待
防
止
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

平成19年9月に開室した下忍学童保育室
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郎

　
　
　

  
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

　図書館には、児童書コーナーの一角に行田ロータリー
クラブ文庫があります。ここには、多くの子供たちに本
を読み親しんでもらおうと行田ロータリークラブにより
平成15年から毎年寄贈されている児童書が並んでいま
す。今回、同クラブから新たな児童書２１０冊が寄贈さ
れ、その贈呈式が12月13日に行われました。
　贈呈式では和光保育園の園児が除幕式に参加した後、
思い思いに真新しい絵本などを手にとっていました。

行田ロータリークラブが
児童書を寄贈

　災害や大規模な事故、テロ、新興感染症など、皆さん
の安全を脅かす危機についての講演およびパネルディス
カッションを行います。
▶日時　２月１日(金)午後１時30分～４時30分　▶
場所　埼玉会館大ホール（ＪＲ浦和駅下車徒歩６分） 
▶講師　手嶋龍一さん（外交ジャーナリスト）ほか　▶
入場無料（事前申し込み不要）　▶問い合わせ　危機管理
フォーラム実行委員会事務局（埼玉県危機管理課内）☎
０４８―８３０―３１１５　ホームページhttp://www.
pref.saitama.lg.jp/A05/BB00/top.htm

危機管理フォーラム
　皆さんが今お住まいの住宅（主に木造２階建て中心）
について、簡易な耐震診断相談会を行います。自宅の間
取りが分かる図面を持参していただくと、より詳細な結
果が得られます。
　また、あわせて住宅建築相談を行いますので、お気軽
にお立ち寄りください。
▶日時　２月17日(日)午前９時～正午　▶場所　市役
所玄関ホール　▶内容　(社)埼玉県建築士事務所協会北
埼支部所属の建築士が相談を受けます。 ▶相談無料　▶
主催　(社)埼玉県建築士事務所協会　▶問い合わせ　同
協会北埼支部担当☎５５４―３２８１

～あなたの家は大丈夫ですか～
第８回「わが家の耐震診断相談会」

森  圭一郎さん

和光保育園園児が参加して行われた除幕式

シルバー人材センターに
仕事を依頼してみませんか

　行田市シルバー人材センターの元気な会員（約３３０
人）が市民の皆さんのお役に立とうと活躍中です。現在、
植木の剪

せん

定および消毒、襖・障子・網戸の張り替え、除
草作業、毛筆筆耕・宛名書き、留守中の犬の世話・植木
の水やり、通院の付き添いなど、いろいろな仕事を引き
受けています。どうぞ、当センターをご利用ください。
　また、当センターでは新規会員を募集しています。毎
月第３木曜日の午前10時から入会説明会を開催してい
ますので、高齢者の皆さん、働く生きがいを見つけてみ
ませんか。

▶問い合わせ　行田市シルバー人材センター（旭町13―
24）☎５５６―５２２１
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保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　健康相談 　健康に関する相談をしたい方
   2 月 20 日 ㈬

午前 10 時
〜 11 時

食事や日常生活についての相談を保
健師・栄養士がお受けします。

　禁煙相談 　たばこをやめたい方 申し込みが必要です。

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

   1 月 28 日 ㈪ ー 申し込みが必要です。

おとなの行事 ※場所は保健センター

ひろげるなインフルエンザ
ひろげよう咳エチケット

　今年もインフルエンザが流行する時季となりました。
次のことに注意して感染を防ぎましょう。
○咳・くしゃみの際にはティッシュなどで口と鼻を押さ

え、他の人から顔をそむけ、１ｍ以上離れる。
○呼吸器系分泌物（鼻汁・痰など）を含んだティッシュを

すぐに蓋付きの廃棄物箱に捨てられる環境を整える。
○咳をしている人にマスクの着用を促す。
○マスクの装着は説明書をよく読んで正しく着用する。
　なお、最新のインフルエンザ流行情報については、埼
玉県衛生研究所ホームページをご覧ください。
（http://www.pref.saitama.lg.jp/A04/BA30/
eiken/surveillance/srv/ippann/2007/srv-flu.htm）

名　　称 対　　象 期　　日 受付時間 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・
　 2 歳 7 カ月児・3 歳６カ月児 対象児には通知します。転入された方は保健センターにご確認ください。

　BCG 予防接種

　平成 19 年 10 月 1 日〜 15 日
　生まれの子    1 月 24 日 ㈭

午後 1 時 30 分
〜 2 時 20 分

対象児には通知します。
対象外でまだ受けていないお子さ
ん（６カ月未満）は、この機会に
受けてください。

　平成 19 年 10 月 16 日〜 31 日
　生まれの子    2 月　5 日 ㈫

　乳幼児相談 　小学校入学前の子
   2 月   4 日 ㈪ 午後 1 時 30 分

〜 3 時 30 分 保健師、栄養士がお受けします。
申し込みが必要です。

   2 月 19 日 ㈫ 午前 9 時 30 分
〜 11 時 30 分

　離乳食教室（初期） 　平成 19 年 8 月 15 日〜 9 月
　14 日生まれの子    2 月　7 日 ㈭ 午後 1 時 45 分

〜 2 時 申し込みが必要です。

　思春期こころの相談 　小・中学生、高校生、または
　その家族など    1 月 21 日 ㈪ 午前 9 時 30 分

〜 11 時 30 分
心理士、保健師がお受けします。
申し込みが必要です。

子どもの行事 ※場所は保健センター

健康講座
「姿勢美人を目指そう！～運動のはなし～」

　歩いているときやいすに座っているときの姿勢に自信が
ありますか。姿勢改善は、ダイエットやバストアップだけ
でなく、メタボ改善にもつながります。姿勢美男・美女を
目指して、まずは5歳若返りましょう。
日　　時　1月23日（水）午後1時30分〜3時30分
場　　所　保健センター
内　　容　講義と実技
講　　師　平野古美さん（健康運動指導士）
対　　象　運動することに興味のある方
定　　員　30人(先着順)
持 ち 物　室内履き、運動ができる服装、飲料水、筆記
　　　　　用具、健康手帳（持っている方のみ）
申し込み　1月18日（金）までに保健センターへ

休日急患診療  ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時〜午後5時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前に問い合わ
せください。

 ・行田中央総合病院　　☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院　☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療センター　☎048－824－4199

期　日 場　所

1 月 20 日（日） 行田中央総合病院

1 月 27 日（日） 壮幸会行田総合病院

2 月　3 日（日） 行田中央総合病院

2 月 10 日（日） 壮幸会行田総合病院

2 月 11 日（月） 行田中央総合病院
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市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
少

量
化
を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や

家
電
製
品
な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介

を
行
う
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
品
物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ

れ
て
い
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン　

▽
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

▽
ハ
ロ
ゲ
ン
ヒ
ー
タ
ー　

▽
石
油
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー　

▽
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

▽
学
習
机

▽
ド
レ
ッ
サ
ー　

▽
円
型
卓
球
台

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
大
人
用
自
転
車
（
24
・
26
・
27
イ
ン
チ
）

▽
自
転
車
用
子
供
い
す
（
前
用
）
▽
家
庭
用

小
型
耕
運
機　

▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　

▽

50　

原
付
バ
イ
ク　

▽
籐
洋
服
ダ
ン
ス　

▽

二
人
掛
け
用
籐
ソ
フ
ァ
ー　

▽
籐
ガ
ラ
ス
テ

ー
ブ
ル　

▽
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー　

▽
整
理
ダ

ン
ス　

▽
掃
除
機　

▽
電
動
車
い
す　

▽
ジ

ュ
ニ
ア
シ
ー
ト　

▽
Ａ
Ｂ
兼
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

▽
子
機
付
電
話
機　

▽
自
立
式
姿
見　

▽
電

子
レ
ン
ジ　

▽
エ
レ
ク
ト
ー
ン　

▽
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
ゴ
ム
バ
ン
ド
付
）
▽
キ
ー

ボ
ー
ド　

▽
パ
ソ
コ
ン
（
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

98
・
98
以
上
も
可
）
▽
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

▽
茶
道
具　

▽
女
子
用
子
供
自
転
車
（
16
〜

18
イ
ン
チ
）
▽
食
器
棚　

▽
和
だ
ん
す

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
☎
５
５
６―

９
５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

０
７
９
２

不
用
品
情
報

ごみ出しルールを守ってきれいなまちを
～空き缶などの投げ捨てはやめましょう～

　最近、田や畑へ空き缶などの投げ捨てが多く
困っているとの苦情が数多く寄せられます。年２
回行っている「市内一斉ごみ回収運動」でも、道路
わきや田などに捨てられた空き缶やビンなどが多
数集まります。田や畑などへの投げ捨ては所有者
への迷惑となりますので、絶対にしないでください。
　空き缶やビンは資源です。資源ごみとして、地
区の集積所へお出しください。
　なお、集積場所や収集日がわからない場合は、
環境課まで問い合わせください。
▶問い合わせ　
　環境課環境業務担当
　☎ 556―9530

cc

水曜日は乗らないデ―

　二酸化窒素や浮遊粒子状物質による大気汚染に
は、これまで、工場などの排出規制や平成 15 年
10 月から施行したディーゼル車の規制などの自
動車排ガス規制の強化、低公害車の普及促進など、
国や自治体でいろいろな対策が講じられてきました。
  埼玉県では、大気汚染対策の一つとして二酸化
窒素の濃度が高くなる冬期間に、「埼玉県庁冬季
自動車使用抑制対策」として、さまざまな対策を
実施します。特に１月 31 日までの水曜日は自動
車使用を減らす日として、自動車の使用自粛を呼
び掛けていくとともに、アイドリング・ストップ
の実施などにより環境に対する負荷の少ない運転
に努めることにしています。
　本市でも水曜日に公用車使用の自粛、アイドリ
ング・ストップなどを実施しますので、市民の皆
さんも自動車使用抑制にご協力をお願いします。
▶問い合わせ　環境課環境政策担当 ☎ 556―
9530

放送大学４月入学生募集

　放送大学はテレビなどの放送により授業を行う通信制の
大学です。働きながら学びたい、生涯学習に興味があるな
ど、さまざまな目的で幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま４月入学生を募集しています。詳しい資料を無
料で送付しますので、お気軽に問い合わせください。
▶学生の種類　教養学部（全科履修生、選科履修生、科目

履修生）、大学院（修士選科生、修士科目生）
▶出願期限　２月 29 日（金）まで
▶資料請求・問い合わせ　放送大学埼玉学習センター
（〒 330―0853 さいたま市大宮区錦町 682―2 大宮情
報文化センター内）☎ 048―650―2611

冬の温暖化対策にご協力を

　暖房によりエネルギー使用量が増える冬、県では温暖化
防止のためのキャンペーンを３月２０日（木）まで実施し
ています。

１、冬のライフスタイル実践
　カーディガンやベストなどを重ね着したり、厚手の下着
を着たりするなど、暖かく過ごす工夫をして暖房温度を適
温（２０℃以下）に設定しましょう。

２、冬のエコライフＤＡＹ
　環境によい生活にチャレンジしてみませんか。省エネ・
省資源の成果をチェックシートで把握できます。チェック
シートは、市役所および環境課などにありますが、県のホー
ムページからも参加できます。自治会、学校、団体、企業
単位で取り組んでみましょう。
http://www.pref.saitama.lg.jp/A09/BE00/ecolife/
ecolifeDAY.html
　温暖化防止は皆さん一人ひとりが主役です。身近な省エ
ネをお願いします。
▶問い合わせ　
　埼玉県環境部温暖化対策課
　☎ 048―830―3030

埼玉県のマスコット：コバトン
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【
事
例
１
】　
（
40
歳
代
男
性
）

　

パ
ソ
コ
ン
教
室
に
１
年
間
通
学
す
る
契
約
を
交
わ
し
、
約

30
万
円
の
代
金
を
支
払
っ
た
が
、
や
は
り
１
年
間
の
継
続
は

無
理
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
８
日
後
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
申
し
出
を
し
た
。
す
る
と
「
訪
問
販
売
で
は
な
い
の
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
半
年
間
の

受
講
へ
切
り
替
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
以
前
に
支
払
い
済

み
の
入
学
金
を
、
再
度
支
払
う
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
。

　

し
か
た
な
く
１
年
間
の
契
約
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
、
40

回
く
ら
い
受
講
し
た
が
、
講
師
が
遅
刻
し
た
り
講
座
中
に
清

掃
や
模
様
替
え
が
行
わ
れ
た
り
、
ま
た
他
の
受
講
生
よ
り
悪

い
応
対
を
さ
れ
る
な
ど
我
慢
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
、
解
約

し
た
い
。

【
事
例
２
】　
（
30
歳
代
男
性
）

 

ブ
ラ
ン
ド
の
洋
服
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
若
い
女
性
か

ら
電
話
で
誘
わ
れ
、
駅
で
待
ち
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
際
、
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
持
っ
て
く
る
よ
う
言
わ
れ

た
。
ブ
ラ
ン
ド
も
の
の
話
を
し
な
が
ら
食
べ
よ
う
と
い
う
こ

と
か
と
思
い
、
そ
の
と
お
り
に
し
た
。
し
か
し
、
女
性
の
勤

め
て
い
る
店
に
連
れ
て
行
か
れ
、
カ
タ
ロ
グ
を
見
せ
ら
れ
た

り
、
試
着
を
勧
め
ら
れ
た
り
し
て
長
時
間
に
わ
た
り
購
入
を

す
す
め
ら
れ
た
。
高
額
な
の
で
払
え
な
い
と
断
っ
た
が
、
な

ん
と
か
な
る
か
ら
と
さ
ら
に
説
得
さ
れ
、
結
局
70
万
円
で
購

入
す
る
契
約
を
し
た
。
収
入
は
実
際
よ
り
多
く
書
く
よ
う
言

わ
れ
た
。
契
約
後
、
店
員
達
と
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
。
や
は
り
、

こ
れ
か
ら
の
支
払
が
心
配
に
な
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
な

い
の
か
と
聞
い
た
ら
、
で
き
な
い
と
突
っ
ぱ
ね
ら
れ
た
。
も

う
解
約
は
で
き
な
い
の
か
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

　
『
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
』
で
は
、
一
定
の
場
合
に
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ
っ
て
無
条
件
に
契
約
を
解
除
す
る

権
利
を
消
費
者
に
与
え
て
い
ま
す
。

  

事
例
１
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
エ
ス
テ
・
学
習
塾
・
外
国

語
教
室
な
ど
と
並
ん
で
、
一
定
以
上
の
契
約
金
額
や
期
間
で

あ
れ
ば
『
特
定
継
続
的
役
務
』
に
当
た
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
定
継
続
的
役
務
の
場
合
は
、

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
と
い
っ
た
取
引
形
態
上
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
者
の「
訪
問
販
売
で
は
な
い
の
で
、ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
は
で
き
な
い
」
と
い
う
発
言
は
、
虚
偽
の
説

明
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
件
で
は
契
約
書
面
の
交
付
も
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

事
例
２
で
は
、
業
者
は
「
契
約
は
店
頭
販
売
だ
か
ら
『
特

定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
』
は
適
用
さ
れ
な
い
し
キ
ャ
ン
セ

ル
は
で
き
な
い
」
と
断
言
し
た
よ
う
で
す
。
本
件
の
場
合
、

契
約
場
所
は
店
頭
で
す
が
、
最
初
の
電
話
で
販
売
す
る
目
的

を
告
げ
ず
に
呼
び
出
し
て
お
り
、『
訪
問
販
売
』
に
当
た
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
し
、

店
員
の
「
キ
ャ
ン
セ
ル
は
で
き
な
い
」
と
い
う
発
言
は
、
虚

偽
の
説
明
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
事
例
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
よ
り
契
約
が

解
除
さ
れ
、
支
払
っ
た
金
額
は
返
さ
れ
ま
し
た
。
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
き
な
い
と
言
っ

た
り
、
代
わ
り
の
条
件
を
提
示
し
た
り
し
て
、
解
約
を
阻
止

し
よ
う
と
す
る
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
早
目
に
お
近
く
の
相
談
窓
口
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎
０
４
８―

７

　

３
４―

０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線
２
５
２
）

くらしの 番情報110

相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ
法律（予約制）

市役所
  1月22日㈫   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政   1月21日㈪、2月4日㈪　   午後1時30分〜3時30分

結婚
市役所   2月1日㈮・8日㈮

  午前9時30分〜11時30分
男女共同参画推進センター   1月20日㈰  

消費生活 市役所   1月17日㈭・21日㈪・24日㈭・28日㈪・
　31日㈭、2月4日㈪・7日㈭・14日㈭   午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   1月18日㈮・25日㈮

  2月1日㈮・8日㈮・15日㈮   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
VIVAぎょうだ☎556-9301

内職 市役所
  1月15日㈫・18日㈮・22日㈫・25日㈮・
　29日㈫、2月1日㈮・5日㈫・8日㈮・
  12日㈫・15日㈮

  午前10時〜午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館   2月13日㈬   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   1月16日㈬   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付
水道庁舎（前谷）

  2月3日㈰   午前8時30分〜正午 水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付   1月15日㈫・22日㈫・25日㈮・29日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （1月15日〜2月15日）

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
回
避
を
狙
う
業
者
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う 
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一
般
書

・
日
暮
れ
て
こ
そ
（
江
上
剛
）

・
永
遠
を
旅
す
る
者
（
重
松
清
）

・
摂
氏
零
度
の
少
女
（
新
堂
冬
樹
）

・
ダ
イ
イ
ン
グ
・
ア
イ
（
東
野
圭
吾
）

・
案
外
、
買
い
物
好
き
（
村
上
龍
）

・
携
帯
の
無
い
青
春
（
酒
井
順
子
）

・
い
っ
そ
悪
女
（
唯
川
恵
）

児
童
書　

・
う
ち
ゅ
う
で
い
ち
ば
ん
（
川
北
亮
司
）

▼
日
時　

２
月
２
日
㈯ 

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
の
会

▼
日
時　

２
月
９
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容　

絵
本
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

▼
日
時　

１
月
16
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

２
、
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

▼
内
容　

お
は
な
し
、絵
本
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

▼
日
時　

１
月
19
日
㈯ 

午
後
２
時
〜

▼
場
所　

映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名　

雪
渡
り
（
23
分
）
、
金
子
み
す
ず
や
さ
し

さ
の
風
景
（
17
分
）
、
じ
し
ん
だ　

ミ
ー
ち
ゃ
ん
の

ぼ
う
さ
い
く
ん
れ
ん
（
13
分
）

▼
対
象　

幼
児
・
小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者

▼
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
無
料

絵
本
と
ア
ド
バ
イ
ス
集
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時　

１
月
22
日
㈫
、
２
月
１
日
㈮
・
12
日
㈫
午

後
１
時
受
付
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象　

４
カ
月
児
と
保
護
者　

▼
持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

１
．
団
体
登
録

①
視
聴
覚
教
材
・
教
具
を
利
用
す
る
と
き
は
、
「
視

聴
覚
教
材
教
具
利
用
団
体
登
録
申
請
書
」
を
提
出

し
、
「
視
聴
覚
教
材
教
具
利
用
団
体
登
録
証
」
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
「
団
体
登
録
証
」
の
有
効
期
限
は
、
発
行
日
か
ら

そ
の
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
で
す
。　

２
．
利
用
手
続
き

①
予
約
の
際
、
団
体
名
、
教
具
名
、
借
用
月
日
、
返

却
月
日
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
。

②
教
材
・
教
具
な
ど
を
利
用
す
る
と
き
は
、
「
視
聴

覚
教
材
教
具
利
用
申
請
書
」
を
提
出
し
、
「
団
体

登
録
証
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

３
．
利
用
期
間

①
教
材
・
教
具
な
ど
の
館
外
利
用
期
間
は
、
３
日
以

内
を
原
則
と
し
ま
す
。

４
．
返
却
手
続
き

　

教
材
・
教
具
な
ど
を
返
却
す
る
と
き
は
、
「
視
聴

覚
教
材
教
具
利
用
報
告
書
」
に
所
定
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
主
に
貸
し
出
す
視
聴
覚
教
材
・
教
具

　

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
Ｏ
Ｈ
Ｐ
・
ス
ク
リ
ー

ン
・
暗
幕
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
１
０
６
点
）
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
（
62
点
）
な
ど

　

１
月
15
日
㈫
・
21
日
㈪
・
28
日
㈪
・
31
日
㈭
、

２
月
4
日
㈪
・
12
日
㈫

開館時間　午前９時３０分〜午後７時

子 

ど 

も 

映 

画 

会

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

休  

館  

日

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

新
着
図
書

・
お
ま
じ
な
い
つ
か
い
（
な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
）

・
リ
バ
ウ
ン
ド
（
Ｅ
．
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
）

・
ア
ン
ト
ン
（
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ツ
ェ
ラ
ー
）

・
初
雪
の
ふ
る
日
（
こ
み
ね
ゆ
ら
）

点
字
図
書

・
「
関
係
の
空
気
」「
場
の
空
気
」（
冷
泉
彰
彦
）

　

全
３
巻

・
団
塊
生
活
（
弘
兼
憲
史
）
全
２
巻

・
つ
っ
こ
み
力
（
パ
オ
ロ
・
マ
ッ
ツ
ア
リ
ー
ノ
）　

　

全
３
巻

テ
ー
プ
図
書
（
視
覚
障
害
者
用
）

・
新
幹
線
ガ
ー
ル
（
徳
渕
真
利
子
）
３
巻

・
ニ
ッ
ポ
ン
の
心
意
気
（
吉
岡
忍
）
５
巻

・
オ
ー
ボ
エ
と
の
「
時
間
」
（
宮
本
文
昭
）
５
巻

※
こ
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
方
に
お
願
い
し
て

作
成
し
た
テ
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
相
互
貸

借
に
よ
り
提
供
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

１
月
26
日
㈯ 

午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象　

幼
児　

▼
内
容　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催　

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

※変更となる場合があります

　

  

小
さ
い
子
の
た
め
の

　
　
　
　

  

「
お
は
な
し
の
時
間
」

1
月
22
日
（火）

北
河
原
小

1
月
23
日
（水）

2
月
13
日
（水）

北
　

小

1
月
31
日
（木）

星
宮
小

1
月
30
日
（水）

荒
木
小

1
月
16
日
（水）

2
月
6
日
（水）

須
加
小

1
月
18
日
（金）

太
田
西
小

2
月
1
日
（金）

南
河
原
小

2
月
8
日
（金）

埼
玉
小

1
月
25
日
（金）

太
田
東
小

　

こ
の
本
を
読
ん
で
、
こ
れ
ほ
ど
「
あ
き
ら
め

な
け
れ
ば
な
ん
で
も
で
き
る
」
と
思
っ
た
の
は

初
め
て
で
し
た
。

　

こ
の
本
は
著
者
の
半
生
を
描
い
た
も
の
で
す
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
気
弱
な
性
格
だ
っ
た
の
で
、

小
学
校
で
は
い
つ
も
い
じ
め
ら
れ
っ
子
で
学
校

嫌
い
に
な
り
、
中
学
１
年
生
で
「
オ
ー
ル
１
」

の
成
績
を
も
ら
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
高

校
に
は
行
か
ず
大
工
に
就
職
し
ま
し
た
。
著
者

の
人
生
が
一
転
し
た
の
は
23
歳
の
と
き
で
し
た
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
の
ビ
デ
オ
を
見
て
感

動
し
、
「
小
学
３
年
生
の
ド
リ
ル
」
を
買
っ
て

猛
勉
強
。
24
歳
の
と
き
に
定
時
制
高
校
へ
入
学

し
て
27
歳
で
つ
い
に
難
関
国
立
大
学
に
合
格
。

現
在
は
高
校
の
先
生
を
し
て
い
ま
す
。

　

僕
は
こ
の
本
か
ら
前
向
き
さ
を
も
ら
い
ま
し

た
。

『
オ
ー
ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、教
師
に
な
る
』

　

 

宮
本　

延
春
著

柿
沼　

正
人
さ
ん
（
藤
間
）

お 

は 

な 

し 

会

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
利
用
案
内

！！
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っ
た
「
招
福
熊
手
」
を
売
る
に
ぎ
や
か
な
声
が

ひ
び
き
、
露
天
の
明
か
り
が
風
情
を
醸
し
出
す

こ
ろ
に
な
る
と
、
境
内
は
参
拝
客
で
埋
め
つ
く

さ
れ
ん
ば
か
り
に
。
来
年
の
幸
せ
を
願
っ
て
福

を
か
き
込
む
熊
手
を
買
い
求
め
る
人
は
後
を
絶

た
ず
、
手
締
め
の
声
が
活
気
づ
く
雰
囲
気
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
１
０
０
年
の
歴
史
を

象
徴
す
る
よ
う
に
参
道
か
ら
は
、
開
運
招
福
や

商
売
繁
盛
な
ど
の
祈
願
を
し
よ
う
と
す
る
人
た

ち
の
長
い
列
が
ど
こ
ま
で
も
続
き
、
新
た
な
年

の
幕
開
け
を
待
ち
望
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

11
月
23
日
、
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
第

2
回
彩
の
国
21
世
紀
郷
土
か
る
た
大
会
が
行
わ

れ
、
小
学
生
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
競
技
を
通
じ
、
歴
史
の
あ
る

ふ
る
さ
と
埼
玉
県
を
学
び
な
が
ら
、
郷
土
を
愛

す
る
心
、
礼
儀
正
し
さ
を
育
て
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
一
瞬
た
り
と
も
気
の
抜
け
な
い
緊
張

感
が
た
だ
よ
い
、
子
供
た
ち
の
表
情
は
真
剣
そ

の
も
の
。
読
み
札
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
す
ば
や
く
札
を
は
じ
き
飛
ば
す
な
ど
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

写
真
館

写
真
館

　

明
治
40
年
（
１
９
０
７
年
）
に
始
ま
っ
た
下

町
愛
宕
神
社
の
酉
の
市
。
毎
年
12
月
６
日
に
行

わ
れ
、記
念
す
べ
き
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

寒
さ
も
例
年
に
比
べ
和
ら
い
だ
こ
の
日
、
節

目
の
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
早
い
う
ち
か
ら
多

く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
縁
起
物
を
飾

　

12
月
15
日
、
星
河
公
民
館
で
桜
ヶ
丘
自
治
会

主
催
の
「
親
子
で
楽
し
む
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ビ
ブ
ラ
ホ
ン
、
ギ
タ
ー
＆
ボ
ー
カ
ル
、
ベ
ー

ス
、
ド
ラ
ム
ス
で
編
成
さ
れ
た
「
ア
ミ
＆
ブ
ラ

イ
ア
ン
・
ノ
ヴ
ァ 

ト
リ
オ 

ウ
ィ
ズ 

ハ
ッ
ピ
ー

フ
レ
ン
ズ
」
の
皆
さ
ん
が
「
星
に
願
い
を
」
や

「
ベ
サ
メ
ム
ー
チ
ョ
」
な
ど
を
熱
演
。
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
曲
で
は
客
席
か
ら
手
拍
子
が
起
こ
る
な

ど
、
４
人
が
織
り
成
す
パ
ワ
フ
ル
で
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
な
ジ
ャ
ズ
の
調
べ
に
観
客
ら
は
酔
い
し
れ

て
い
ま
し
た
。

郷
土
の
歴
史
を
学
ん
だ
か
る
た
大
会

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ
た

酉
の
市
１
０
０
周
年

パ
ワ
フ
ル
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

ジ
ャ
ズ
の
調
べ
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11
月
27
日
と
28
日
の
２
日
間
、
市
消
防
本
部

と
埼
玉
県
防
災
航
空
隊
が
合
同
で
、
夜
間
離
発

着
・
機
体
誘
導
、
救
急
搬
送
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
市
内
の
病
院
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

防
災
ヘ
リ
に
よ
り
市
消
防
本
部
の
臨
時
ヘ
リ
ポ

ー
ト
か
ら
日
高
市
の
埼
玉
医
大
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
ま
で
傷
病
者
の
転
院
搬
送
を
想
定
し
実
施

し
た
も
の
。
夜
間
で
も
防
災
ヘ
リ
が
離
発
着
で

き
る
灯
火
装
置
を
導
入
し
た
こ
と
に
と
も
な
う

初
め
て
の
訓
練
に
よ
り
、
さ
ら
に
安
心
安
全
の

体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
２
日
、
「
星
川
の
自
然
と
キ
タ
ミ
ソ
ウ

を
守
る
会
」
主
催
の
星
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
同
会
会
員
や
近
隣
住
民
な
ど
50
人
以

上
が
参
加
し
、
咲
き
始
め
た
キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
観

察
し
な
が
ら
、
星
川
橋
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
同
会
で
は
保
護
活
動
の
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
キ
タ
ミ
ン
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
ウ
イ
ン
ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
作
製
す
る
な
ど

活
動
も
本
格
化
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
増
殖
傾

向
に
あ
る
キ
タ
ミ
ソ
ウ
は
、
冬
本
番
の
こ
れ
か

ら
小
さ
な
白
い
花
を
い
く
つ
も
咲
か
せ
ま
す
。

　

12
月
11
日
、
正
月
を
前
に
東
小
学
校
で
も
ち

つ
き
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
も
ち
つ
き
を
子
供
た
ち

に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
農
家
の
柿
沼

重
兵
衛
さ
ん
の
協
力
で
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

３
年
生
70
人
が
「
重
い
」
な
ど
と
言
い
な
が

ら
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
杵き
ね

を
振
り
下
ろ
す
と
、

蒸
か
し
た
ば
か
り
の
行
田
産
の
も
ち
米
は
、
み

る
み
る
純
白
の
も
ち
に
大
変
身
。
「
自
分
た
ち

が
つ
い
た
お
も
ち
は
柔
ら
か
く
て
お
い
し
い
」

と
、
つ
き
た
て
の
も
ち
を
満
面
の
笑
み
で
ほ
お

ば
る
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
師
走

の
空
に
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
、
第
51
回
〝
浮
き
城
の
ま
ち
行
田
〟

駅
伝
競
走
大
会
が
総
合
公
園
お
よ
び
周
辺
コ
ー

ス
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
１
０
９
チ
ー
ム
が
種
目
別
に
分
か
れ
、
抜

き
つ
抜
か
れ
つ
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
今
大
会
。
５
人
１
組
で
勝
利
を
目
指
し
、

熱
き
思
い
を
込
め
た
た
す
き
を
次
の
走
者
へ
渡

す
と
、
す
ぐ
に
倒
れ
こ
む
選
手
た
ち
。
苦
し
い

な
が
ら
も
歯
を
く
い
し
ば
り
、
チ
ー
ム
の
た
め

に
全
力
で
走
り
抜
く
姿
に
、
沿
道
か
ら
は
声
援

と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

熱
き
思
い
を
つ
な
ぐ
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト

満
面
の
笑
み
で
も
ち
つ
き
体
験

防
災
ヘ
リ
で
安
心
安
全
の

さ
ら
な
る
充
実
を

冬
本
番
に
咲
く
キ
タ
ミ
ソ
ウ
の
保
護
を



　

ま
る
で
お
と
ぎ

話
の
世
界
か
ら
出

て
き
た
よ
う
な
か

わ
い
ら
し
い
人
形

た
ち
。
表
現
豊
か

で
温
か
み
の
あ
る

人
形
か
ら
は
作
り

手
の
込
め
ら
れ
た

思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
を
引
き
つ

け
る
人
形
を
紙
粘

土
で
作
っ
て
い
る
の
が
、
平
成
２
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
創
作
粘
土
人
形
ク
ラ
ブ
で
す
。
現
在
７

人
で
第
１
・
３
水
曜
日
に
太
井
公
民
館
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
薄
く
伸
び
る
も
の
や
強
度
の

あ
る
も
の
な
ど
、
作
品
に
よ
っ
て
数
種
類
の
粘

土
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か

な
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
制

作
す
る
題
材
は
、
講
師
の
川
鍋
典
子
さ

ん
が
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
を

も
と
に
「
あ
ま
り
難
し
く
な
く
楽
し
く

作
れ
る
も
の
を
」
と
考
え
て
、
お
手
本

を
作
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
同
じ
作
品

を
作
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で
違

う
印
象
と
な
る
と
こ
ろ
に
粘
土
人
形
作

り
の
醍だ
い
ご醐

味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
色
を

つ
け
て
ニ
ス
を
塗
る
と
、
ま
る
で
魔
法

を
か
け
ら
れ
命
が
吹
き
込
ま
れ
た
か
の

よ
う
に
人
形
た
ち
が
輝
き
出
し
ま
す
。
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「
無
心
に
な
っ
て
手
先
を
動
か
し
、
思
い
思

い
の
作
品
づ
く
り
に
没
頭
し
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
充
実
感
で
い
っ

ぱ
い
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
「
完
成
し
た
作
品
を

自
宅
に
飾
る
た
び
に
家
の
中
が
華
や
か
に
な

る
」
「
知
り
合
い
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
と
喜

ば
れ
る
の
で
う
れ
し
い
」
な
ど
と
皆
さ
ん
が
話

す
よ
う
に
、
「
作
る
楽
し
み
」
だ
け
で
な
く

「
飾
る
楽
し
み
」
や
「
贈
る
楽
し
み
」
も
味
わ

い
な
が
ら
作
品
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
親
睦
を
図
り
な
が
ら
み
ん
な

が
楽
し
く
な
る
よ
う
な
人
形
を
作
り
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
す
皆
さ
ん
。
す
て
き
な
人
形
作

り
に
興
味
を
持
た
れ
た
方
、
難
し
そ
う
な
ど
と

思
わ
ず
に
た
く
さ
ん
の
夢
が
詰
ま
っ
た
自
分
だ

け
の
人
形
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
田
絹
代
☎
５
５
４―

６
８
７
１

　このコーナーに登場していただけ
る方・団体・作品を募集しています。
行田市本丸２−５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。 

広
場〜たくさんの夢が詰まった人形づくり〜

創作粘土人形クラブ

緑
町　
　

鈴
木
喜
久
女

窓
の
灯
の
こ
ぼ
る
る
あ
た
り
花
八
つ
手

谷
郷　
　

大
谷　

峯
生

豆
叩
く
母
の
力
の
お
と
ろ
へ
ず

桜
町　
　

大
塚　

保
子

今
朝
の
冬
赤
の
ジ
ュ
ウ
タ
ン
舞
ひ
降
り
て

長
野　
　

内
山　

計か
ず
え江

暮
れ
か
か
る
鳰

か
い
つ
ぶ
りだ
け
残
さ
れ
て

埼
玉　
　

松
岡　

孝
子

霜
冠か

む

る
野
菜
採と

る
手
に
息
を
か
け

荒
木　
　

秋
山　

二
郎

耕
さ
れ
眠
り
に
入
る
冬
田
か
な

南
河
原 

　 

若
林　

水
翁

立
冬
の
気
配
い
ず
こ
や
朝
戸
繰
る

門
井
町 

　 

小
暮　

愛
子

日ひ
み
じ
か短

や
ま
た
の
話
に
し
て
別
れ

門
井
町 

　 

森
下
さ
と
し

櫨は
ぜ

紅も
み
じ葉

池
に
己
を
移
し
燃
ゆ

清
水
町 

　 

石
川　

裕
美

声
だ
け
で
夫つ

ま

送
り
出
す
霜
の
朝

前
谷　
　

町
田　

貞
子

た
く
ま
し
く
朝
日
に
ひ
び
く
も
ず
の
声

私
の
作
品

俳
句



■2008.1.1  ■行田市役所／TEL556-1111

23

　

市
内
の
各
公
民
館
で
は
、
生
涯
学
習
と
し
て

講
習
会
な
ど
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
絵
画
は
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
一
つ
で
す
。
今
月
は

絵
画
ク
ラ
ブ
『
月
曜
会
』
で
絵
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
桜
町
の
小
池
茂
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
に
関
心
が
あ

り
、
中
学
の
美
術
教
師
を
し
て
い
た
小
池
さ
ん

は
、
月
曜
会
創
立
当
初
か
ら
指
導
者
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
昭
和
62
年
に
当
時
の
中

央
公
民
館
長
か
ら
水
彩
画
の
初
心
者
講
座
を
開

く
の
で
講
師
を
引
き
受
け
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ

れ
ま
し
た
。
講
座
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
絵
の

具
や
パ
レ
ッ
ト
な
ど
を
せ
っ
か
く
購
入
し
た
の

だ
か
ら
ク
ラ
ブ
と
し
て
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う

受
講
生
か
ら
の
提
案
に
よ
り
月
曜
会
が
立
ち
上

が
り
、
引
き
続
き
絵
画
を
教
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
公
民
館
活
動
で
講
師
を
務
め
た

の
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
指
導
者
と
し
て
の

道
も
20
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

自
ら
勉
強
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
人
か
ら
教

え
て
も
ら
う
こ
と
も
、
指
導
者
と
な
る
た
め
に

は
重
要
だ
そ
う
で
す
。
「
ク
ラ
ブ
で
は
皆
さ
ん

と
一
緒
に
絵
を
描
き
な
が
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
互
い
に
影
響

し
合
う
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の

力
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
時
に
は
生

徒
の
作
品
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
自
ら
の
勉
強
に
も

な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
小
池

さ
ん
は
、
70
歳
代
で
改
め
て
絵

画
教
室
に
通
い
絵
の
勉
強
を
す

る
な
ど
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と

に
上
達
心
も
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

80
歳
を
超
え
て
も
な
お
、
生
き
生
き
と
絵
を

描
き
続
け
て
い
る
姿
は
、
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
の
手
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
絵
画
以
外
の
こ
と
で
も
良
き
相
談
者
と
し

て
会
員
か
ら
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
小
池
さ
ん

は
、
「
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

け
れ
ど
、
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
生
涯
学

習
と
し
て
の
絵
画
を
楽
し
く
続
け
ら
れ
た
ら
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
絵
画
人
生
に
つ
い
て
も
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

20
年
の
絵
画
指
導
で
深
ま
る
上
達
心

小
池　
　

茂 

さ
ん
（
桜
町
・
84
歳
）

荒
木　
　

蛭
間
し
げ
子

公
園
の
銀
杏
の
じ
ゅ
う
た
ん
お
ま
ま
ご
と

須
加　
　

福
田　

富
治

風
花
は
ひ
ょ
う　
　

と
舞
い
果
て
る
な
り

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
今月は、平成 19年 3月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）
　　　　締め切りは 1月 31 日㈭です。
抽選会は2月5日㈫の午後1時30分市役所203会議室

吉田聖
せ な

奈ちゃん（左）・煌
こうよう

洋ちゃん（右）（斎条）
一仁・恵子さんの長女・長男
平成 19 年１月 19 日生まれ

「パパとママの大切な輝く宝物♡」

宮
﨑　

希の
の
あ彩

ち
ゃ
ん（
荒
木
）

洋
・
美
岐
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
１
月
１
日
生
ま
れ

「
優
し
く
元
気
に
育
っ
て
ね
」

高
澤　

天あ
ま
ね寧

ち
ゃ
ん（
樋
上
）

有
司
・
要
子
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
１
月
31
日
生
ま
れ

「
思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
に
」

柴
崎  

美み

お桜
ち
ゃ
ん（
富
士
見
町
）

陽
平
・
絢
子
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
１
月
６
日
生
ま
れ

「
元
気
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に
」

松
崎　

綾あ
や
の乃

ち
ゃ
ん（
持
田
）

康
則
・
敏
恵
さ
ん
の
長
女

平
成
19
年
１
月
５
日
生
ま
れ

「
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
子
に
」 『縁起干支・子』（繭玉工芸）

岩沢　弘子（持田）

く



▼
日
時　

２
月
24
日
㈰
午
前
８
時

30
分
～
正
午
ご
ろ　

▼
集
合
場
所 

水
城
公
園
市
民
広
場　

▼
コ
ー
ス 

水
城
公
園―

佐
間
天
神
社―

八
幡
神

社―

大
長
寺―

愛
宕
神
社―

長
久
寺

―

久
伊
豆
神
社―

か
ら
く
り
時
計―

蓮
華
寺―

諏
訪
神
社―

郷
土
博
物

館―

浮
き
城
の
径―

水
城
公
園(

総

距
離
６
・
５
km) 

▼
対
象　

市
内
在

住
・
在
勤
の
方
（
小
学
生
以
上
）
※

小
学
生
は
保
護
者
ま
た
は
成
人
同
伴

の
こ
と　

▼
参
加
費　

１
０
０
円

（
保
険
料
な
ど
） 

▼
主
催　

行
田
市

体
育
指
導
委
員
協
議
会　

▼
申
し
込

み　

２
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

ま
た
は
中
央
公
民
館
、
各
地
域
公
民

館
（
月
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま
で 

▼
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
産
業
文
化
会
館
３
階
）
☎
５
５
６

―

８
３
３
６

▼
日
時　

１
月
９
日
㈬
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

生
活
課
相
談

室　

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、

示
談
書
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、

許
認
可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困

り
事　

▼
問
い
合
わ
せ　

埼
玉
県

行
政
書
士
会
埼
北
支
部
（
行
田
地

区
）
☎
５
５
６―

３
３
４
６
（
小
野

田
）

▼
日
時　

２
月
６
日
㈬
午
前
８
時
30

分
～
正
午　

▼
場
所　

生
活
課
相
談

室　

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に
関
し

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
な

ど　

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部
☎

５
６
２―

５
９
０
０

▼
日
時　

２
月
17
日
㈰
午
後
３
時
開

演　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」　

▼
内
容　

管
絃
・
太

食
調
抜
頭
、
舞
楽
・
蘭
陵
王
、
納
曽

利　

▼
入
場
無
料　

▼
主
催　

忍
雅

楽
会　

▼
後
援　

行
田
市
教
育
委
員

会　

▼
問
い
合
わ
せ　

波
多
野
宅
☎

５
５
６―

９
２
２
０

▼
日
時　

１
月
27
日
㈰
午
後
０
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
出
演
者　

行
田
市
合
唱

連
盟
加
盟
11
団
体
ほ
か　

▼
入
場
無

料　

▼
問
い
合
わ
せ　

長
谷
見
宅
☎

５
５
７―

２
６
４
７

▼
日
時　

２
月
２
日
㈯
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　

▼
出
演　

田
中
利
幸
さ
ん
（
バ

リ
ト
ン
）、
田
中
淳
子
さ
ん
（
キ
ー

ボ
ー
ド
）、
も
の
つ
く
り
大
学
軽
音

楽
部
（song of freedom

） 

▼

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト　

木き

下し
た

航
志
さ

ん　

▼
費
用　

１
千
円
（
全
席
自

由
） 
▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

宮
脇

書
店
・
川
島
書
店　

▼
主
催　

行
田

も
の
つ
く
り
音
友
会　

▼
協
賛　

も

の
つ
く
り
大
学　

▼
後
援　

行
田

市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
ほ
か　

▼

問
い
合
わ
せ　

田
中
宅
☎
５
５
６―

０
５
０
３

▼
日
時　

１
月
24
日
㈭
午
後
７
時

～
９
時  

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー 

４
０
３
研
修
室　

▼
演
題　

埼
玉
県

経
済
の
現
状
と
展
望　

▼
講
師　

島

崎
光
男
さ
ん
（
埼
玉
り
そ
な
産
業

協
力
財
団
調
査
部
長
） 

▼
参
加
費　

１
千
円　

▼
主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浮

き
城
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

▼
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会

☎
５
５
６―

２
７
６
８

▼
日
時　

１
月
26
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル 

▼
内
容　
【
第
一
部
】
講
演
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
な
支
援
と
、
共
に
生
き

る
社
会
を
め
ざ
し
て
！
」　
【
第
二

部
】
公
演
「
行
田
の
歌
う
ユ
ニ
ッ
ト

C
aB

oo

（
カ
ブ
ー
）
のLive

」  

▼

費
用　

１
千
円
（
65
歳
以
上
・
障

害
児
者
・
介
助
者
・
高
校
生
以
下

は
５
０
０
円
）  

▼
協
賛　

埼
玉
県

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
遊
Ｔ
Ｏ
ピ
ア 

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
ほ
か　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱

い
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ケ
ア
フ
レ
ン
ド
ひ
ま
わ
り
（
長
野

４―

17―

13
）
イ
ベ
ン
ト
事
務
局
☎

５
５
８―

１
５
０
８

24
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第
５
回
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者

     

～
忍
城
ゆ
か
り
の
地
コ
ー
ス
～

行
田
と
も
の
つ
く
り
大
学
を
結
ぶ

　
　
　
　

   

コ
ン
サ
ー
ト
VOL.
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

新
春
・
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　

   

経
済
講
演
会

 

不
動
産
無
料
相
談

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１㈹

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ケ
ア
フ
レ
ン
ド
ひ
ま
わ
り

創
立
１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

 

雅
楽
演
奏
会

第
24
回
行
田
市
合
唱
祭



■2008.１.１  ■行田市役所／TEL556-1111

▼
日
時　

１
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

持
田
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
出
演　

吉
橋
ク
ニ
子

さ
ん　

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合

わ
せ　

持
田
公
民
館
☎
５
５
３―

１
４
１
５

▼
日
時　

２
月
５
日
㈫
午
前
10
時

～
11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分

～
） 

▼
場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」  

▼
対
象　

市
内
在

住
の
乳
幼
児
を
持
つ
父
母　

▼
会
費 

１
０
０
円　

▼
内
容　

子
育
て
中

の
親
同
士
で
語
ら
う
（
託
児
つ
き
） 

▼
定
員　

30
人　

▼
主
催　

行
田
市

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後

援　

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

１
月
７
日
㈪
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

１
月
10
日
㈭
午
後
１
時

～
３
時　

▼
場
所　

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル 

▼
内
容　

○
防
犯
指
導
班
「
ひ
ま
わ

り
」
に
よ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
の
実

態
と
対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
分

か
り
や
す
い
ユ
ー
モ
ア
寸
劇　

○
防

犯
啓
蒙
品
を
配
付
し
て
１
１
０
番
通

報
の
正
し
い
利
用
を
促
す
広
報
活
動 

▼
そ
の
他　

埼
玉
・
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
岩
崎
選
手
を
一
日
警
察
署
長
と

し
て
招
待
し
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ 

行
田
警
察
署
地
域
課
☎
５
5
３
ー

０
１
１
０
（
内
線
２
９
０
）

▼
日
時　

２
月
６
日
㈬
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　

市
役
所
３
０
７
会

議
室　

▼
対
象　

聴
覚
障
害
者
ま
た

は
聴
覚
障
害
者
と
関
わ
り
の
あ
る
方

（
希
望
す
る
方
は
直
接
会
場
へ
） 

▼

そ
の
他　

午
後
は
訪
問
相
談
を
行
い

ま
す
。
希
望
す
る
方
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
８―

８
１
４

―

３
３
５
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８―

８
１
４―

３
３
５
５

▼
日
時　

２
月
３
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所　

南
河
原
公
民
館 

▼
内
容　

○
お
は
な
し
と
絵
本
（
お

は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン
）　

○
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」
よ
り
（
行
田
お
や
こ
劇
場
） 

○
人
形
劇
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル
」、「
友
達
の
ほ
し
か
っ
た
の
ね
ず

み
」（
人
形
劇
団
ぽ
っ
け
）　

▼
対

象　

幼
児
～
小
学
生　

▼
入
場
無
料 

▼
主
催　

子
供
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会　

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田

お
や
こ
劇
場
打
越
宅
☎
５
４
８―

８
６
４
７

▼
日
時　

２
月
10
日
㈰
午
後
１
時

～
５
時　

▼
場
所　

郷
土
博
物
館 

▼
内
容　

○
障
害
者
が
抱
え
る
悩

み
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究　

○ 

安
積
遊
歩
さ
ん
（
Ｃ
Ｉ
Ｌ
く
に
た

ち
援
助
為
セ
ン
タ
ー
代
表
）
に
よ

る
特
別
講
演 

▼
費
用　

３
０
０

円
（
資
料
代
含
む
）　

▼
そ
の
他 

書
籍
販
売
・
サ
イ
ン
会
あ
り　

▼
問

い
合
わ
せ　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委

員
会
事
務
局
☎
５
５
５―

１
１
０
０

▼
日
時　

２
月
３
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

深
谷
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
・
深
谷
公
民
館　

▼
内

容　

外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
の
指

導
方
法
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ　

▼
対
象 

県
内
各
地
域
の
日
本
語
教
室
で
日
本

語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い

る
方
、
ま
た
、
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
方
。

（
す
で
に
活
動
し
て
い
る
方
を
優
先

し
ま
す
） 

▼
費
用
無
料　

▼
定
員 

１
２
０
人
（
抽
選
） 

▼
申
し
込
み 

１
月
18
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
の
往
信
の
文
面
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
団
体
（
団

体
に
所
属
し
て
い
る
場
合
）
を
記
入

の
う
え
、
県
国
際
交
流
協
会
事
業
課

へ
（
〒
３
３
０―

０
０
７
４
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５―

６―

５
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

県
国
際
交
流
協

会
事
業
課
☎
０
４
８―

８
３
３―

２
９
９
２

▼
日
時　

３
月
23
日
㈰
午
前
９
時
～ 

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ 

▼
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
で

１
チ
ー
ム
５
人
以
上
（
学
生
・
生
徒

を
除
く
） 

▼
種
目　

混
合
の
部
、
女

子
の
部　

▼
参
加
費　

一
人
２
０
０

円
（
保
険
・
資
料
代
な
ど
）　

▼
主

催　

行
田
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田
市

体
育
協
会
、
行
田
市
教
育
委
員
会 

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月

24
日
㈰
ま
で
に
同
連
盟
会
長
成
田
宅

☎
５
５
７―

１
８
４
４
ま
た
は
☎

０
９
０―
２
７
６
３―

１
６
６
２
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新
春
持
田
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

～
懐
か
し
い
心
温
ま
る
童
謡
を
あ
な
た
に
～

巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談

行
田
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

第
４
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ボ
ー
ダ
レ
ス
の
街
行
田
を
つ
く
ろ
う
！
」

～
知
っ
て
ま
す
か
？
障
害
者
の
悩
み
を
～

「 まあいいや　心のすきが　ゴミの山 」ポイ捨て防止啓発環境標語

子
育
て
談
話
室　

た
ん
ぽ
ぽ

第
14
回

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　

  
養
成
講
座

「
１
１
０
番
の
日
」

正
し
い
１
１
０
番
利
用
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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広告

行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,７７０人　　男４３,７０８人　　女４４,０６２人　　世帯数３２,１１８世帯
（平成１９年１２月１日現在）　 １１月中の異動　出生６０人　転入等１８９人　死亡６３人　転出等２０３人

▼
日
時　

１
月
26
日
㈯
午
後
２
時

開
演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　

▼
出
演　

三
笑
亭
笑
三

さ
ん
ほ
か　

▼
入
場
料　

１
千
円

（
全
席
自
由
・
お
土
産
付
き
） 

▼

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

商
工
セ
ン

タ
ー
２
階
窓
口
に
て
販
売
中

▼
日
時　

１
月
26
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館

研
修
工
作
室　

▼
内
容　

多
肉
植

物
を
ガ
ラ
ス
容
器
の
中
に
寄
せ
植

え
を
し
、
彩
り
豊
か
な
空
間
を
作

り
ま
す
。
※
若
干
変
更
す
る
可
能

性
あ
り　

▼
講
師　

テ
ク
ノ
・
ホ

ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
関
係
者 

▼
対
象　

成
人　

▼
定
員　

30
人

（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

３
千
円

（
保
険
料
・
材
料
代
）　

▼
申
し
込

み　

１
月
12
日
㈯
午
後
２
時
か
ら

同
館
窓
口
に
て
受
け
付
け

▼
日
時　

２
月
16
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会

館
研
修
工
作
室　

▼
内
容　

最
近

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
オ
ア
シ

ス
（
花
留
め
）「
カ
ラ
ー
オ
ア
シ

ス
」
が
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
に
な
っ
た

カ
ラ
ー
オ
ア
シ
ス
と
最
近
安
価
に

な
っ
た
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

を
使
っ
て
か
わ
い
ら
し
い
「
フ
ラ

ワ
ー
ケ
ー
キ
」
を
作
り
ま
す
。
※

若
干
変
更
す
る
可
能
性
あ
り　

▼

講
師　

テ
ク
ノ
・
ホ
ル
テ
ィ
園
芸

専
門
学
校
教
員　

▼
対
象　

成
人 

▼
定
員　

30
人
（
先
着
順
）　

▼

参
加
費　

３
千
円
（
保
険
料
・
材

料
代
）　

▼
申
し
込
み　

１
月
19

日
㈯
午
後
２
時
か
ら
同
館
窓
口
に

て
受
け
付
け

▼
日
時　

２
月
13
日
㈬
・
20
日
㈬
・

多
肉
植
物
テ
ラ
リ
ウ
ム

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

　
　
　

カ
ラ
ー
オ
ア
シ
ス

　
　
　

  

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

▼
日
時　

１
月
23
日
㈬
・
31
日
㈭
、

２
月
８
日
㈮
、
３
月
３
日
㈪
・
10
日

㈪
・
24
日
㈪
午
後
１
時
～
３
時　

▼

場
所　

総
合
福
祉
会
館
「
や
す
ら
ぎ

の
里
」
２
階
交
流
創
作
室　

▼
対
象 

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
全
日

程
に
参
加
で
き
る
方 

※
障
害
者
の

方
を
優
先
と
し
、
定
員
に
満
た
な

か
っ
た
場
合
に
60
歳
以
上
の
初
心
者

を
受
け
付
け
ま
す
。（
高
齢
者
で
希

望
す
る
方
は
、
通
常
ど
お
り
申
し
込

ん
で
い
た
だ
き
、
後
日
事
務
局
よ
り

連
絡
し
ま
す
。
付
き
添
い
が
必
要
な

場
合
は
、
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。）
▼
定
員　

12
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

８
０
０
円　

▼
用
意
す

る
も
の　

汚
れ
て
も
良
い
服
装
、
使

い
古
し
た
歯
ブ
ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
エ

プ
ロ
ン　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

１
月
７
日
㈪ 

午
前
９
時
～

16
日
㈬
午
後
５
時
に
電
話
で
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

２
月
22
日
㈮
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
調
理
室　

▼

内
容　

埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王

決
定
戦
に
出
場
し
た
フ
ラ
イ
を
ア
レ

ン
ジ
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
手
法
を
生

か
し
た
簡
単
に
で
き
る
介
護
食
、
ま

た
行
田
で
し
か
味
わ
え
な
い
最
先
端

の
介
護
食
の
料
理
教
室
で
す
。
▼
講

師　

多
田
鐸
介
さ
ん
（
日
本
食
農

教
育
協
会
代
表
、
株
式
会
社
ユ
ー

リ
ズ
代
表
取
締
役
） 

▼
対
象　

市
内

在
住
で
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方 

▼
定
員　

20
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加

費　

１
千
円
（
食
材
料
費
） 

▼
持
ち

物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾　

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

２
月
１
日
㈮

～
12
日
㈫
に
電
話
で
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
在
宅
福
祉
係
へ
☎
５
５
７

―

５
４
０
０

▼
活
動
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年

間　

▼
活
動
内
容　

展
示
解
説
、
古

墳
群
の
ガ
イ
ド
、
体
験
工
房
の
運

営
、
公
園
内
の
草
木
の
維
持
管
理 

▼
資
格　

月
２
日
以
上
活
動
が
可
能

な
18
歳
以
上
の
方　

▼
定
員　

50
人

程
度　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

１
月
20
日
㈰
ま
で
に
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
さ
き
た

ま
史
跡
の
博
物
館
へ
郵
送
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
（
〒
３
６
１
ー
０
０
２
５ 

行
田
市
埼
玉
４
８
３
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
９
ー
１
１
１
２
）　

▼
問
い
合

わ
せ　

同
館
☎
５
５
９
ー
１
１
８
１

障
害
者
陶
芸
教
室

　

日
常
生
活
で
使
う
も
の
を

　
　
　
　

作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
！

食
を
楽
し
む
・

  

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ク
ッ
キ
ン
グ

～
介
護
者
の
た
め
の
料
理
教
室
～

さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

新
春
落
語
会
チ
ケ
ッ
ト

好
評
販
売
中
！

株
式
講
座　
　
　
　

『
ザ
・
実
践
２
』
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県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
就
職
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
職
業
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
定
員　

木
造
建
築
科
11
人
、

造
園
科
20
人　

▼
対
象　

求
職
者

（
木
造
建
築
科
は
お
お
む
ね
30
歳
ま

で
） 

▼
募
集
期
間　

１
月
10
日
㈭
～

30
日
㈬　

▼
選
考
日　

２
月
６
日
㈬ 

▼
選
考
方
法　

筆
記
と
面
接　

▼
合

格
発
表　

２
月
13
日
㈬　

▼
そ
の
他 

施
設
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
（
熊
谷

市
新
堀
新
田
５
２
２
）
☎
５
３
２―

６
５
５
９

▼
日
時　

１
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所　

県
立
熊
谷
高

等
技
術
専
門
校
（
熊
谷
市
新
堀
新
田

５
２
２
）　

▼
対
象　

入
校
希
望
者

お
よ
び
「
も
の
づ
く
り
体
験
」
を
希

望
す
る
方　

▼
内
容　

自
動
車
整

備
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
図
面
作
成
、
大

工
作
業
、
住
宅
電
気
配
線
工
事
、
造

園
作
業
の
い
ず
れ
か
一
つ　

▼
費
用

無
料　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

前
日
ま
で
に
電
話
で
同
校
へ
☎

５
３
２―

６
５
５
９

27
日
㈬
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
３

研
修
室　

▼
テ
ー
マ　

株
取
引
、

ち
ょ
っ
と
イ
イ
話　

▼
定
員　

30

人　

▼
参
加
費　

５
０
０
円
（
保

険
料
含
む
）
※
２
月
13
日
に
お
支

払
い
く
だ
さ
い　

▼
そ
の
他　

受

講
の
際
は
、
電
卓
・
筆
記
用
具
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

▼
申
し
込

み　

１
月
14
日
㈪
午
前
９
時
か
ら

商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口
に
て

受
け
付
け
※
電
話
受
け
付
け
は

午
前
10
時
～

　

２
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
は
、
施

設
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま

す
。

▼
日
時　

３
月
20
日
㈭
～
30
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
９
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

商

工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

▼
入
場
無
料　

▼
テ
ー
マ　
「
ふ

る
さ
と
ぶ
ら
り
散
歩
２
」
お
よ

び
「
自
由
作
品
」 

▼
サ
イ
ズ　

原

則
と
し
て
４
ツ
切
り
（
ワ
イ
ド

も
可
）
▼
種
類　

カ
ラ
ー
、
モ

ノ
ク
ロ
、
デ
ジ
カ
メ
作
品
可  

▼

出
品
無
料　

▼
出
品
数　

１
人
２

点
以
内　

▼
出
品
受
け
付
け　

３

月
12
日
㈬
～
16
日
㈰
に
額
装
で
出

品　

▼
受
付
場
所　

商
工
セ
ン

タ
ー
２
階
窓
口
に
て　

▼
そ
の
他 

出
品
要
項
を
商
工
セ
ン
タ
ー
で
配

布
中

27

広告

国民健康保険税・・・・・・７期　　　
介護保険料・・・・・・・・７期　　　納期限・・・・１月３１日（木）

今月の納税

　
　
　

商
工
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

臨
時
休
館

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
の
製
作

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

平
成
20
年
４
月
入
校
生
募
集

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　

  

体
験
入
校

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
写
真
館
・
春

　
　
　
　

み
ん
な
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　

み
ん
な
の
写
真
館

市民プール　アルバイト・パートスタッフ募集
職　　　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　　給 申し込み・問い合わせ

①市民プール
　窓口受付･施設管理
　スタッフ

午後5時30分～ 9時30分
※週2 ～ 3日程度のローテーション勤務
※監視業務兼任可能な方、特に歓迎します

若干名
※18 ～ 40歳くらいの方
※試用期間（２月間）あり

●18歳以上
昼間 750円
夜間 800円

●18歳未満
昼間 720円
夜間 750円

※有給休暇制
度あり

履歴書（写真貼付）に希望職種
を明記のうえ、市民プールまた
は行田グリーンアリーナへ申し
込みください。
▶問い合わせ
●市民プール（本丸3―5）
　☎555－2455
●行田グリーンアリーナ
　（和田1242）
　☎553－3377

②市民プール
　監視･施設管理
　スタッフ

【月～金曜日】　午後5時30分または午
後6時30分～ 9時
【土・日曜日、祝日】 午前9時15分また
は午後0時45分～ 5時15分、午後5時
30分または午後6時30分～ 9時
※上記時間内にて応相談
※週2 ～ 3日程度のローテーション勤務

3人程度
※高校生以上の方
※試用期間（２月間）あり



　

花か

押お
う

と
は
自
署
の
代
わ
り
に
書
く

記
号
の
こ
と
で
、
平
安
時
代
の
中
ご

ろ
か
ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
作
り
方
か
ら
江
戸
時
代

の
有
職
故
実
の
研
究
家
伊
勢
貞さ
だ

丈た
け

は
、実
名
を
草
書
で
崩
し
た
草
名
体
、

実
名
の
２
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
二

合
体
、一
字
だ
け
を
用
い
た
一
字
体
、

文
字
と
関
係
の
な
い
デ
ザ
イ
ン
を
用

い
た
別
用
体
、
上
下
に
２
本
の
線
を

引
き
そ
の
間
に
模
様
を
描
く
明
朝
体

の
５
つ
に
分
類
し
ま
し
た
。し
か
し
、

こ
の
ほ
か
に
も
、
こ
れ
ら
を
複
合
し

た
も
の
や
、
文
字
を
倒
置
・
反
転
さ

せ
た
も
の
な
ど
花
押
の
形
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。　

　

時
代
に
よ
り
流
行
が
あ
り
、
平
安

時
代
に
は
草
名
体
・
二
合
体
、
武
家

社
会
に
な
る
と
二
合
体
・
一
字
体
が

主
流
と
な
り
別
用
体
が
こ
れ
に
加
わ

り
、
江
戸
時
代
に
は
明
朝
体
が
流
行

し
ま
し
た
。
ま
た
時
の
権
力
者
の
花

押
を
真
似
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
室
町

時
代
の
武
家
は
足
利
将
軍
家
の
花
押

を
、
江
戸
時
代
の
武
家
は
徳
川
家
康

の
花
押
を
模
倣
し
ま
し
た
。
家
康
の

花
押
が
明
朝
体
だ
っ
た
た
め
、
武
家

の
間
で
明
朝
体
が
大
流
行
し
た
の
で

す
。

　
「
公こ
う

餘よ

附ふ

録ろ
く

」
巻
二
に
は
阿
部
家

歴
代
当
主
の
花
押
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
写
真
の
忠
秋
の
花
押
を
は
じ

め
、
正
喬
ま
で
の
４
人
の
花
押
は
基

本
的
に
明
朝
体
を
用
い
て
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
五
代
藩
主
正ま
さ

允ち
か

の
花
押
は

そ
れ
ま
で
と
違
い
、
右
下
が
大
き
く

張
り
出
し
て
い
る
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
18
世
紀
以
降
、
幕
府
の

重
職
な
ど
を
務
め
る
武
家
の
上
層
階

級
で
流
行
し
た
形
で
す
。
阿
部
家
の

当
主
は
幕
府
の
老
中
を
勤
め
て
い
ま

し
た
の
で
、
幕
府
の
命
令
伝
達
文
書

で
あ
る
老
中
奉
書
に
署
名
す
る
際
に

も
官
名
と
花
押
を
用
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
押
の
形
を
し
た
印
で
代

用
し
た
り
、
輪
郭
だ
け
の
印
を
押
し

て
中
を
墨
で
塗
っ
た
り
す
る
よ
う
な

こ
と
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
明

治
に
な
る
と
政
府
は
大
名
に
対
し
て

花
押
は
必
ず
自
筆
す
る
よ
う
に
と
命

じ
、
や
が
て
実
印
に
と
っ
て
替
わ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
郷
土
博
物
館　

鈴
木
紀
三
雄
）

　ねぎは古くから日本人の健康を支えてきた食材の一つで、体を温め、疲労を回復する
薬用植物とされてきました。冬は鍋などの温野菜、夏は麺類の薬味などで代表される
ように、調理方法によって味わいが異なります。
　生の調理では、魚や肉の臭みを和らげ、互いのうまみを引き立て香りや風味が強調さ
れます。また、加熱料理では、グンと甘みを増しておいしい歯ごたえが楽しめます。こ
うした特性を生かした工夫で寒さとともにおいしくなるねぎをたっぷり味わってみては
いかがでしょう。

材料（２人分）
ねぎ（太いもの）…１本　白身魚（タイ、ヒラメ）…40g　みつば…１／２束 
オリーブ油…大さじ１／２　乾燥湯葉…１／２枚　揚げ油…適量　ポン酢じょう
ゆ…大さじ１

作り方
①ねぎは白い部分を４～５cm の長さに切り縦千切りにし（白髪ねぎ）、冷水に

放し水を２、3 度交換してよく水を切る。
②みつばは２～３cm の長さにざく切りし、ボールで①のねぎと合わせてオリー

ブ油であえる。
③乾燥湯葉は１７０℃に熱した油でパリッと揚げ、細かく砕く。
④白身魚は食べる直前に薄いそぎ切りにする。
⑤器に②を盛り④の刺身を載せて湯葉を散らし、ポン酢じょうゆをかける。

… 料 理 の 引 き 立 て 役 …
ねぎと白身魚のサラダ

栄養成分（１人分）
エネルギー 79kcal　たんぱく質 3.9g　脂質 5.1g 
炭水化物 4.9g　塩分 0.5g　食物繊維 1.5g

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成20年 1月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

忍　

藩　

主　

の　

花　

押

166

忍
藩
主
阿
部
家

忍
藩
主
阿
部
家

49

環境にやさしい大豆油インキ

徳川家康の花押阿部忠秋の花押阿部正允の花押


